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まえがき

3

府
は
10
年
後
に
花
粉
発
生
源
の
ス
ギ
人
工
林
を
約
２
割
減
少
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
、
将
来
的
に
は
花
粉
発
生
量
の
半
減
を
目
標
と
す
る
政
策

を
進
め
て
お
り
、
林
業
の
役
割
が
改
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
林
業
現
場
で
は
人
材
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
林
業
を

担
う
若
者
の
確
保
・
育
成
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
森
林
・
林
業
の
担
い
手
で
あ
る
私
た
ち
全
国
の
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
、
い
か
に
地
域
の
若
者
た
ち
に
林
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、

仕
事
と
し
て
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
か
が
重
要
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　

林
業
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
、
就
業
希
望
者
の
す
そ
野
を
広
げ
、
現
場
で
の

技
術
指
導
等
を
通
じ
て
林
業
教
育
を
支
援
す
る
な
ど
、
私
た
ち
林
研
グ
ル
ー
プ

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
様
々
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
に
関
心
の
あ
る
高
校
生
等
を
対
象
と
す
る
林
業
へ
の
就
業
促
進

活
動
へ
の
支
援
と
し
て
、
高
校
生
等
に
対
す
る
林
業
経
営
・
就
業
体
験
お
よ
び

林
業
技
術
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
、
学
校
周
辺
地
域
に
お
け
る
就
業
体
験
の
実

施
に
加
え
、
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
都
道
府
県
を
越
え
た
講
師
派
遣

に
よ
る
「
出
前
型
授
業
」
等
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
全
国
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
か
ら
林
業
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
講
師
を
派
遣
し
、

ス
マ
ー
ト
林
業
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
講
座
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
林
業
全
般
に
関
わ
る
業
種
に
触
れ
、

就
業
先
の
選
択
の
１
つ
と
し
て
、
林
業
と
い
う
仕
事
の
魅
力
を
心
に
刻
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
の
林
業
就
業
を
支
援
す
る
活
動
も
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。
体

力
面
で
の
男
女
差
を
考
慮
す
る
中
で
、
林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
か
ら
、
安
全
に
、

無
理
な
く
働
け
る
就
業
環
境
づ
く
り
の
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
林
業
と

の
多
様
な
関
わ
り
方
を
応
援
す
る
男
女
共
通
の
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
寄
与

し
て
い
る
成
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
全
国
で
の
支
援
活
動
は
、
私
た
ち
の
仲
間
だ
け
で
実
行
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
や
大
学
等
、
地
域
の
教
育
関
係
者
、
そ
し
て
技

術
指
導
な
ど
を
支
援
す
る
林
業
関
係
者
の
方
々
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
は
じ

め
て
効
果
の
あ
る
活
動
づ
く
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
事
例
に
は
、
後
継
者
の
育
成
支
援
、
林
業
就
業
促
進
支
援

等
、
各
地
域
の
林
研
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
実
践
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ヒ
ン
ト
の

数
々
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
林
業
後
継
者
づ
く
り
に
繋
げ
る
た

め
に
も
、
地
域
の
林
業
関
係
者
、
教
育
機
関
と
連
携
し
た
活
動
に
、
ぜ
ひ
本
書

を
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
書
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
林
業

関
係
高
校
、
大
学
校
等
教
育
機
関
、
都
道
府
県
林
業
普
及
指
導
員
、
市
町
村
、

森
林
組
合
、
森
林
所
有
者
の
皆
様
、
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
ほ
か
、
大
勢
の

方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
３
月

全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

会
長　

齋
藤　

正

政ま
え
が
き
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8

事

例
高校生等の林業就業体験等

安
定
し
た
継
続
力 

地
域
で
育
て
る
林
業
後
継
者

茨
城
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会［
茨
城
県
］

﻿

ま
し
た
。
学
校
側
も
授
業
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込
ん
で
お
り
、
安
定

し
た
継
続
力
で
、
同
校
が
再
編
開
校
し

て
以
来
、
今
回
で
18
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

「
林
業
を
と
っ
た
ら
何
も
残
ら
ん
」 

熱
い
思
い
で
続
け
る
林
研
活
動

　

茨
城
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
（
穐あ
き
や
ま山
與よ
い
ち市
会
長
、
以
下
、
県
林

研
）
は
、
10
月
24
・
25
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
茨
城
県
立
大だ

い
ご子

清
流
高
等
学

校
（
以
下
、
清
流
高
校
）
生
徒
へ
の
間

伐
と
高
性
能
林
業
機
械
の
体
験
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
県
林
研
は
、

県
内
13
の
林
研
グ
ル
ー
プ

か
ら
な
り
91
名
の
会
員
を

擁
し
ま
す
が
、
全
国
的
な

流
れ
と
同
様
、
高
齢
化
に

よ
る
会
員
数
の
減
少
や
活

動
の
停
止
な
ど
に
直
面
し
、

穐
山
会
長
み
ず
か
ら
県
内

各
地
に
出
向
き
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
て
も
、
設
立
時
か
ら
変

わ
ら
ぬ
顔
ぶ
れ
で
活
発
な

活
動
を
続
け
て
い
る
の
が

大だ
い
ご
ま
ち

子
町
林
研
グ
ル
ー
プ

（
以
下
、
大
子
町
林
研
）

で
す
。
清
流
高
校
は
こ
の
大
子
町
に
あ

り
ま
す
。
大
子
町
林
研
の
会
員
の
多
く

が
同
校
前
身
校
の
Ｏ
Ｂ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
林
業
体
験
実
習
で
は
主
催
す
る

県
林
研
の
下
で
力
強
く
か
か
わ
っ
て
き

研ぎの練習をしながら雑談。
地域の人との「斜めの関係」が生徒を豊かに育てる

生徒の到着を出迎える会員たち
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高校生等の林業就業体験等

大
子
町
林
研
の
会
員
数
は
25
名
。
入
会

50
年
以
上
に
な
る
60
代
後
半
～
70
代
後

半
の
会
員
に
加
え
、
20
代
～
50
代
の
山

仕
事
現
役
世
代
が
７
名
お
り
、
林
業
を

継
い
だ
息
子
と
親
子
で
参
加
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
清
流
高
校
へ
の
林
業
体

験
実
習
の
ほ
か
、
巡
回
に
よ
る
間
伐
推

進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
活
動
の
場
で

あ
る
大
子
町
は
茨
城
県
北
西
部
に
位
置

し
、
北
は
福
島
県
、
西
は
栃
木
県
に
接

し
て
い
ま
す
。
面
積
は
３
万
２
６
０
０

ha
で
、
森
林
は
約
８
割
を
占
め
、
人
工

林
率
は
69
％
。
八
溝
杉（
ヤ
ミ
ゾ
ス
ギ
）

の
ブ
ラ
ン
ド
で
知
ら
れ
茨
城
県
を
代
表

す
る
林
業
地
で
す
。
大
子
町
林
研
の
戸

辺
洋
一
顧
問
は
「
い
い
山
が
た
く
さ
ん

あ
る
大
子
町
か
ら
、
林
業
を
と
っ
た
ら

何
も
残
ら
ん
」
と
思
い
を
語
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る 

林
業
体
験
実
習

　

10
月
24
日
、
清
流
高
校
農
林
科
学
科

生
徒
へ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
の
間
伐
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
森
林
科
学
科
の
１
年

生
全
員
と
、
森
林
科
学
コ
ー
ス
を
選
択

し
た
２
年
生
と
３
年
生
を
合
わ
せ
た
24

名
が
参
加
し
、
１
班
４
名
で
全
６
班
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
２
、３
名
の
指

導
員
が
入
り
ま
し
た
。
場
所
は
会
員
が

所
有
す
る
樹
齢
約
30
年
の
ヒ
ノ
キ
林
で
、

大
子
町
森
林
組
合
が
間
伐
を
請
け
負
っ

て
い
る
現
場
で
す
。
大
子
町
森
林
組
合

の
松
浦
宣よ
し
あ
き章

組
合
長
も
清
流
高
校
前
身

校
の
Ｏ
Ｂ
で
林
研
会
員
で
も
あ
り
、
ま

た
後
継
者
育
成
の
観
点
か
ら
も
森
林
組

合
と
し
て
協
力
し
、
こ
こ
３
年
ほ
ど
は

実
習
場
所
と
高
性
能
林
業
機
械
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
生
徒

が
実
習
を
受
け

や
す
い
よ
う
、

前
日
に
現
場
を

整
備
し
て
い
ま

し
た
。

　

清
流
高
校
は

県
内
で
唯
一
林

業
を
学
べ
る
高

校
で
す
。
大
子
第
一
高
等
学
校
と
大
子

第
二
高
等
学
校
を
統
合
し
て
平
成
16
年

に
開
校
。
森
林
科
学
科
１
ク
ラ
ス
と
総

合
科
学
科
２
ク
ラ
ス
の
２
学
科
が
あ
り

ま
す
。
農
林
科
学
科
で
は
２
年
生
か
ら
、

森
林
科
学
コ
ー
ス
と
農
業
科
学
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
少
人
数
で
専
門
的
な
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

農
林
科
学
科
は
全
国
か
ら
生
徒
を
募

集
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
隣
接
県
か

ら
通
う
生
徒
や
、
遠
方
か
ら
入
学
し
大

子
町
で
１
人
で
暮
ら
し

な
が
ら
学
ぶ
生
徒
も
い

ま
す
。
卒
業
後
、
林
業

関
連
の
仕
事
に
就
い
て

地
元
に
残
る
生
徒
が
い

る
の
で
、
林
業
体
験
実

習
を
通
じ
た
高
校
へ
の

支
援
は
、
人
口
減
少
に

悩
む
大
子
町
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
県
林
研
で
は
意
義
を

感
じ
て
い
ま
す
。

「
斜
め
の
関
係
」で 

豊
か
な
学
び

　

実
習
当
日
は
、
開
会

式
で
の
穐
山
会
長
の
挨

拶
が
終
わ
る
と
林
道
を

歩
い
て
移
動
。
班
ご
と
に
持
ち
場
に
着

く
な
り
す
ぐ
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
エ
ン

ジ
ン
が
響
き
始
め
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
事
前
に
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐

木
等
の
業
務
に
係
わ
る
特
別
教
育
」
を

受
講
し
て
い
る
の
で
「
言
葉
で
教
え
る

よ
り
、
実
際
に
伐
倒
を
や
っ
た
方
が
た

め
に
な
る
」
と
い
う
考
え
で
す
。

　

一
班
を
指
導
す
る
の
は
山
仕
事
歴
が

50
年
以
上
に
な
る
金
澤
一
美
さ
ん
と
大

子
町
森
林
組
合
作
業
班
６
年
目
で
20
代

「茨城県の林業を支えて行ってほしい」と
平易な言葉で語りかける穐山県林研会長

引き締まった顔つきで実習に臨む清流高校農林科学科の生徒たち
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の
菊
池
駿
太
さ
ん
で
す
。
金
澤
さ
ん
は

「
た
と
え
林
業
の
仕
事
に
就
か
な
く
て

も
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
術
は
将
来
家
を

建
て
た
と
き
自
分
で
庭
木
の
手
入
れ
が

で
き
る
し
、
災
害
時
に
も
役
に
立
つ
か

ら
、
し
っ
か
り
覚
え
て
お
く
ん
だ
よ
」

と
生
徒
に
語
り
か
け
、
菊
池
さ
ん
は
エ

ン
ジ
ン
音
に
緊
張
す
る
生
徒
に
寄
り
添

い
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ギ
に
比
べ
繊
維
の
弾
力
が
強
く
枝

が
多
い
ヒ
ノ
キ
間
伐
は
、
掛
か
り
木
に

な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ロ
ー
プ
等
を
使
っ
て
引
っ
張
っ
て
い
ま

す
。
狙
っ
た
方
向
に
無
事
に
倒
れ
た
と

き
、
ど
の
生
徒
に
も
パ
ッ
と
安
堵
の
笑

顔
が
広
が
り
ま
す
。
そ
の
集
中
し
た
態

度
を
見
た
担
任
の
先
生
は
「
身
に
つ
く

学
び
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
食
べ
、
午
後
は
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
の
刃
研
ぎ
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
音
が
し

な
い
静
か
な
時
間
に
大
子
町
林
研
の
鈴

木
良
一
さ
ん
が
「
日
曜
日
は
何
や
っ
て

ん
だ
？
」
と
神
奈
川
県
か
ら
来
て
１
人

暮
ら
し
を
し
て
い
る
生
徒
を
気
に
か
け

て
い
ま
し
た
。
学
校
と
家
庭
の
縦
の
関

係
に
加
え
、地
域
の
人
が
か
か
わ
る「
斜

め
の
関
係
」
が
、
生
徒
を
豊
か
な
人
に

育
て
て
く
れ
て
い
る
と
担
任
の
先
生
は

言
い
ま
す
。
林
研
が
学
校
を
支
援
す
る

こ
と
の
、
も
う
１
つ
の
効
果
で
す
。

ベ
テ
ラ
ン
の
指
導
で 

早
い
上
達

　

翌
25
日
は
高
性
能
林
業
機
械
の
体
験

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
す
る
の
は

林
業
科
学
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
２
年
生

と
３
年
生
の
11
名
。
３
人
１
組
に
分
か

れ
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
フ

ォ
ワ
ー
ダ
を
班
ご
と
に
巡
回
し
な
が
ら

操
縦
し
ま
す
。
指
導
役
は
林
研
会
員
８

名
と
森
林
組
合
作
業
班
の
３
名
で
、
ベ

テ
ラ
ン
の
大
蔵
真
人
さ
ん
は
操
縦
席
に

手
が
届
く
位
置
に
立
ち
、
安
全
に
最
大

限
の
配
慮
を
し
な
が
ら
生
徒
を
教
え
て

い
ま
し
た
。

　

大
子
町
林
研
の
二
方
会
長
は
「
口
で

言
っ
て
も
覚
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
ち
ゃ

ん
と
付
い
て
体
で
教
え
て
も
ら
う
の
が

一
番
の
近
道
で
す
」
と
。
ゲ
ー

ム
世
代
の
生
徒
た
ち
は
午
後
に

は
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、「
明
日
か

ら
働
け
そ
う
だ
な
」
と
声
を
か

け
ら
れ
る
ほ
ど
上
達
し
ま
し
た
。

50
年
以
上 

変
わ
ら
ぬ
関
係

　

体
験
実
習
に
は
、
県
林
研
、

大
子
町
林
研
、
大
子
町
森
林
組

合
、
清
流
高
校
教
諭
、
茨
城
県

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
、
県

大
子
林
業
指
導
所
職
員
ら
総
勢

27
名
も
の
指
導
者
が
参
加
し
ま

し
た
が
、
大
人
た
ち
に
も
生
徒

に
負
け
ず
劣
ら
ず
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し

「チェーンソー技術は将来いろんな役に立つ」と話すベテラン金澤一美さん

菊池駿太さんはお兄ちゃんのように生徒に寄り添って教えていた
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高校生等の林業就業体験等

た
。
大
子
町
林
研
で
は
年

配
者
同
士「
み
ね
ち
ゃ
ん
」

「
よ
う
ち
ゃ
ん
」
と
親
し

み
を
込
め
た
名
で
呼
び
合

い
、
50
年
以
上
も
ず
っ
と

仲
が
良
い
理
由
を
「
農
林

家
の
長
男
と
し
て
家
に
残

っ
た
人
た
ち
が
多
く
、
同

じ
立
場
の
者
同
士
分
か
り

合
え
る
か
ら
か
も
知
れ
な

い
」
と
戸
辺
顧
問
は
言

い
ま
す
。「
家
を
支
え
て
、

働
い
て
、
子
ど
も
を
育
て

て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
歳

を
と
っ
て
き
た
ん
だ
」
と
。

　

二
方
会
長
は
「
毎
月
の
よ

う
に
飲
み
会
や
っ
て
家
族
と

同
じ
く
ら
い
気
心
が
知
れ
て

い
る
か
ら
」
だ
そ
う
で
、
随

分
減
っ
た
と
言
い
な
が
ら
、

い
ま
も
年
４
、５
回
は
懇
親

会
を
や
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

年
長
者
た
ち
の
仲
が
い
い

と
若
手
も
居
心
地
が
良
く
、

こ
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲

気
が
大
子
町
林
研
の
特
徴
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
県
林
研
の

穐
山
会
長
も
、
衰
え
を
知
ら

ぬ
大
子
町
林
研
の
活
動
に
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

入
学
後
す
ぐ
、

迫
ら
れ
る
よ
う

に
進
路
選
択
を

考
え
始
め
る
専

門
科
目
の
高
校

生
に
と
っ
て
、

林
業
体
験
実
習
は
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
手
本
と
な
る

先
輩
や
大
人
か
ら
人
生
観

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
生
徒
ら
の

立
場
を
一
番
よ
く
理
解
し

て
い
る
の
が
県
林
研
と
大
子
町
林
研
で

あ
り
、
来
年
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
変

わ
ら
ぬ
支
援
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

＊
ま
と
め　

編
集
部

エンジン音が響く中、生徒の手をとりながらハーベスタの操縦を教え
る大蔵真人さん

「アームの操作は慣れるまで大変でした」。菊池駿太さんに体
で覚えられるよう教えてもらう生徒

清流高等学校　実績

ううちち森森林林
林林学学

ううちち森森林林
林林学学

ううちち森森林林
林林学学

主主なな進進学学先先 主主なな就就職職先先

令令和和元元
年年度度

大大子子町町森森林林組組合合
宮宮のの郷郷木木材材事事業業協協同同組組合合

令令和和２２
年年度度

長長野野県県林林業業大大学学校校

令令和和３３
年年度度

宮宮のの郷郷木木材材事事業業協協同同組組合合
日日立立建建機機株株式式会会社社
細細田田木木材材工工業業株株式式会会社社

令令和和４４
年年度度

大大子子町町森森林林組組合合
ククボボタタ環環境境エエンンジジニニアアリリンンググ株株式式会会社社
株株式式会会社社ススズズキキアアムムテテッックク
日日立立建建機機株株式式会会社社

令令和和５５
年年度度

株株式式会会社社ヨヨシシナナリリ林林業業
鮫鮫川川運運送送株株式式会会社社

令令和和６６
年年度度

株株式式会会社社ヨヨシシナナリリ林林業業
野野上上製製材材所所

農農林林科科学学科科
卒卒業業生生

林林業業関関係係
進進学学者者数数

林林業業関関係係
就就職職者者数数

林林業業関関係係

表　卒業生進路実績（令和５年度）
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事

例
高校生等の林業就業体験等

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
架
け
橋
に 

専
門
学
校
生
と
高
校
生
の
人
材
育
成
研
修

日
光
地
区
木
材
流
通
研
究
会［
栃
木
県
］

﻿

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の 

多
様
な
人
材
育
成
に
向
け
て

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
研
究
会
で
す
が
、

こ
こ
数
年
、
特
に
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
携
わ
る
人
材
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
都
内
で
建
築
・
イ
ン
テ
リ

ア
等
の
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
す
る
学
生
や

林
業
を
専
攻
す
る
地
元
の
高
校
生
を
対

象
に
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
生�

林
業
の
循
環
を
学
ぶ
体
験

　

学
校
法
人 

環
境
造
形
学
園 

専
門
学

校 

Ｉ
Ｃ
Ｓ
カ
レ
ッ
ジ
オ
ブ
ア
ー
ツ
は

東
京
都
に
あ
る
建
築
・
家
具
・
イ
ン
テ

リ
ア
等
の
勉
強
を
行
う
専
門
学
校
で
、

学
生
た
ち
は
卒
業
後
、
様
々
な
建
築
設

計
事
務
所
や
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
関
連

の
企
業
等
に
就
職
し
て
い
き
ま
す
。

　

就
職
後
、
学
生
た
ち
は
学
校
で
得
た

木
材
利
用
の
盛
ん
な
地
域
で

　

日
光
地
区
木
材
流
通
研
究
会
（
以

下
、
研
究
会
）
が
主
に
活
動
し
て
い
る

鹿
沼
市
は
栃
木
県
北
西
部
に
位
置
し
、

男な
ん
た
い
さ
ん

体
山
か
ら
連
な
る
日
光
連
山
の
麓
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
沼
市
全
体
の
68
％
が
森
林
で
、
民

有
林
の
人
工
林
割
合
は
76
％
と
、
昔
か

ら
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　

伐
採
さ
れ
た
木
材
を
活
用
し
た
建
築

材
（
柱
・
梁
等
）
の
製
材
や
家
具
・
建

具
等
の
生
産
も
盛
ん
で
、
鹿
沼
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
を
降
り
て
車
で
５
分
の
場

所
に
木
製
家
具
や
建
具
、
建
材
等
を
営

む
企
業
が
集
合
し
た
鹿
沼
木
工
団
地
も

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
の
日
頃
の
活
動
は
、
月
に
１

回
ほ
ど
会
員
が
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
（
通
称
：
ピ
ノ
キ
オ
ホ
ー
ル
）
で
、

今
後
の
森
林
・
林
業
の
方
向
性
や
木
材

の
利
活
用
方
法
等
（
森
林
認
証
・
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
人
材
育
成
・
原
木
流
通
・

木
材
強
度
試
験
等
）
の
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
、
夕
食
を
囲
み
な
が
ら
真
剣
な

議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

伐採木から造材を学ぶ学生たち
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知
識
を
建
築
設
計
や
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
等
の
様
々
な
場
面
で
生
か
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
木
材

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
将
来
の
木
材
利
用
促
進
に
つ
な
が
る

の
で
は
と
の
観
点
か
ら
、
毎
年
、
専
門

学
校
が
夏
休
み
に
入
る
８
月
上
旬
に
鹿

沼
市
へ
来
て
も
ら
い
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
８
月
５
・
６
日
に
一

泊
二
日
の
日
程
で
14
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
、
山
に
木
を
植
え
、
間
伐

を
行
い
、
木
を
採
材
し
、
伐
っ
た
木
の

断
面
で
木
取
り
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
製
材
工
場
を
訪
ね
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
家
具
工
房
で
は
作
成
工
程
に

つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
木
造

建
築
物
の
見
学
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
研

修
で
す
。

　
「
植
え
て
、
育
て
て
、
伐
っ
て
、
活

用
し
、
ま
た
植
え
る
」
と
い
う
林
業
に

お
け
る
森
林
資
源
の
循
環
を
そ
の
ま
ま

研
修
に
当
て
は
め
た
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

学
生
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

　

研
修
終
了
後
、
毎
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を

メンバーより、ヒノキの植栽の指導を受ける学生

間伐体験でチェーンソーの仕組みを学ぶ

鹿沼原木市場を視察

森戸工房でハンドメイド家具作りについて説明を受ける
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﻿

取
っ
て
い
ま
す
の
で
、
紹
介
し

ま
す
。

☆�

百
年
前
の
祖
先
た
ち
が
植
え

た
木
々
が
現
代
の
人
に
使
わ

れ
る
の
を
見
ま
し
た
。
自
分

が
植
え
た
木
も
百
年
後
に
は

ま
た
誰
か
の
役
に
立
つ
か
も

し
れ
な
い
。
百
年
単
位
の
こ

の
よ
う
な
仕
事
は
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。
当
時

植
え
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人

た
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。

☆�

木
材
の
加
工
の
仕
方
（
伝
統

的
な
工
法
を
含
む
）
や
様
々

な
樹
木
の
特
性
を
知
り
た
い
。

☆�

収
益
や
人
件
費
な
ど
の
経
営

に
関
す
る
お
話
も
伺
え
た
ら
。

と
、
卒
業
後
を
見
据
え
た
想
い

か
ら
現
実
的
な
視
点
に
立
っ
た

内
容
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
様
々
な
仕
事
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
新
し
い
分
野
で
の
さ
ら
な

る
木
材
の
利
活
用
（
需
要
量
の

増
加
）
の
促
進
に
つ
な
が
れ
ば

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
校
生�

林
業
講
義
と
ド
ロ
ー
ン
体
験

　

栃
木
県
立
鹿
沼
南
高
等
学
校
は
鹿
沼

市
に
あ
る
県
内
唯
一
の
林
業
コ
ー
ス
が

あ
る
高
校
で
す
。
毎
年
、
卒
業
生
の
中

に
は
県
内
の
林
業
事
業
体
に
就
職
す
る

生
徒
や
、
さ
ら
に
林
業
を
深
く
勉
強
す

る
た
め
県
内
の
林
業
大
学
校
に
進
学
す

る
生
徒
な
ど
が
お
り
、
本
県
の
林
業
に

お
い
て
馴
染
み
の
深
い
高
校
で
す
。

　

毎
年
、
研
究
会
が
高
校
に
赴
き
、
林

業
の
現
状
や
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
研
修
等

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
は

11
月
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、
座
学
で
現
在
の
林

業
の
状
況
を
学
び
（
少
し
眠
そ
う
な
生

徒
が
多
め
で
す
が
…
）、
林
業
で
ド
ロ

ー
ン
が
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例
紹
介

（
こ
の
講
義
が
始
ま
る
と
少
し
ず
つ
目

が
輝
き
始
め
ま
す
）、
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
し
た
画
像
解
析
に
よ
る
森
林
材
積
や

地
形
の
解
析
（
説
明
に
入
る
頃
は
講
師

を
務
め
る
メ
ン
バ
ー
の
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
義
（
座
学
）
終
了
後
、
校
庭
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
借
り
て
ド

ロ
ー
ン
の
操
作
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
最
初
は

操
作
盤
に
触
れ
る
の
を

怖
が
っ
て
い
た
（
機
体

の
購
入
価
格
も
説
明
し

て
い
ま
し
た
）
生
徒
た

ち
も
、
１
人
２
人
と
操

作
す
る
う
ち
に
だ
ん
だ

ん
慣
れ
て
き
て
、
最
後

の
頃
に
は
み
ん
な
で
騒

ぎ
な
が
ら
楽
し
く
ド
ロ

ー
ン
操
作
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

た
だ
、
研
修
中
に
着

陸
を
失
敗
し
た
ド
ロ
ー

初めての植栽、伐倒体験を終えて集合写真

スマート林業の講義を聴く生徒たち
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ン
が
逆
さ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ド
ロ
ー

ン
を
持
ち
込
ん
だ
事
業
体
の
方
が
「
や

っ
べ
～
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
壊
れ
た
か
～
」

と
い
う
時
間
が
少
し
止
ま
る
状
況
も
あ

り
ま
し
た
が
。

研
修
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

☆�

植
林
作
業
な
ど
現
場
で
の
研
修
を
し

た
い
。

☆�

林
業
で
用
い
ら
れ
る
重
機
の
研
修
を

し
て
欲
し
い
。

☆�

よ
り
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
て
欲
し

い
。

等
の
就
業
先
に
林
業
を
見
据
え
た
意
見

も
数
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
研
修
を
通
し
て
、
卒
業
後
の
進
路

（
就
職
先
）
に
林
業
関
係
が
選
ば
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

減
少
し
続
け
る 

林
業
従
事
者

　

栃
木
県
に
お
け
る
林
業
従

事
者
は
昭
和
35
年
度
に
は
約

６
３
０
０
人
と
多
く
の
方
が
従

事
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
52

年
に
は
約
２
２
０
０
人
、
平
成

４
年
に
は
１
２
０
０
人
と
減
少

の
一
途
を
た
ど
り
（
以
上
、
栃

木
県
林
政
史
よ
り
）、
令
和
５

年
度
は
約
７
０
０
人
（
栃
木
県

森
林
・
林
業
統
計
書
よ
り
）
に

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
研
究
会
の
活
動

を
続
け
る
こ
と
で
少
し
で
も
林
業
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
に

就
業
す
る
方
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

お
ま
け 

イ
ベ
ン
ト
で
も
Ｐ
Ｒ
活
動

　

研
究
会
の
構
成
員
は
鹿
沼
市
の
林
業

関
係
者
が
組
織
す
る
「
鹿
沼
市
林
業
振

興
会
」
お
よ
び
「
鹿
沼
地
区
林
業
振
興

協
会
」
の
会
員
に
も
な
っ
て
お
り
、
市

内
で
行
わ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
の
こ
ぎ
り
を
用
い
た
丸
太
切
り

体
験
や
木
製
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の
木
と

触
れ
合
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
幼
稚
園
・
保

育
園
や
小
学
生
の
児
童
・
生
徒
に
大
好

評
で
、「
こ
の
子
た
ち
す
べ
て
が
木
こ

り
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
林
業
に
携
わ
る

人
の
人
材
難
な
ん
て
関
係
な
い
の
に
ね

～
」
と
話
す
今
日
こ
の
頃
で
す
。

＊
ま
と
め 

日
光
地
区
木
材
流
通
研
究
会 

特
別
会
員
（
栃
木
県
県
西
環
境
森
林 

事
務
所　

林
業
経
営
課
） 

寺
尾
裕
之

ドローン操作に挑戦、慣れてきて楽しくなってきた

木製ボウリングはイベントでも大人気

25-01-379_r6事例集.indb   1525-01-379_r6事例集.indb   15 2025/03/07/金   19:59:582025/03/07/金   19:59:58



16

事

例
高校生等の林業就業体験等

林
業
と
言
っ
て
も 

い
ろ
ん
な
関
わ
り
方
が
あ
る
ん
だ
よ
と

飯
と
猫
と
林
業
女
子
会［
群
馬
県
］

﻿

す
。

　

正
式
な
会
の
発
足
は
令
和
５
年
の
８

月
で
す
が
、
そ
の
前
年
の
11
月
に
集
ま

り
、
メ
ン
バ
ー
が
育
て
た
新
米
や
み
ん

な
が
持
ち
寄
っ
た
お
か
ず
を
食
べ
な
が

ら
語
り
合
っ
た
の
が
最
初
の
催
し
で
す
。

猫
好
き
な
人
が
多
か
っ
た
の
で
〝
飯
と

猫
と
林
業
女
子
会
〟
と
い
う
名
前
に
し

ま
し
た
」

　

会
員
は
群
馬
県
内
の
林
業
に
関
わ
る

仕
事
に
就
い
て
い
る
女
性
で
、
現
在
20

～
50
代
の
10
名
で
す
（
今
回
を
機
に
２

名
増
え
ま
し
た
）。

　

メ
ン
バ
ー
は
森
林
組
合
や
林
業
会
社

で
働
く
人
、
フ
リ
ー
で
山
仕
事
に
就
い

て
い
る
人
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
手
が
け

て
い
る
人
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、

林
業
関
連
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
、
林
業
関
連
と
い
っ
て
も

仕
事
は
様
々
で
す
。

　

女
子
会
は
そ
ん
な
人
々
が
交
流
を
目

　

11
月
の
上
旬
、
群
馬
県
の
神か
ん
な流

町
で

林
業
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
女
子
学
生

な
ど
を
対
象
に
「
林
業
就
業
体
験
Ｊ
Ｋ

（
女
子
高
生
）・
Ｊ
Ｄ
（
女
子
大
学
生
）

だ
っ
て
林
業
や
っ
て
み
た
い
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

自
ら
の
体
験
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

女
性
で
も
無
理
な
く
就
業
で
き
る
多
様

な
林
業
関
連
の
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
伐
倒
作
業
の
体
験
や

木
材
利
用
の
見
学
、
参
加
者
に
よ
る
座

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
の
は
群
馬
県
の
林
業
女
性

グ
ル
ー
プ
「
飯
と
猫
と
林
業
女
子
会
」

（
田
村
美
惠
子
会
長
）
で
す
。

ゆ
る
く
、
美
味
し
く
、 

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

　
「
飯
と
猫
と
林
業
女
子
会
」（
以
下
、

女
子
会
）
と
は
変
わ
っ
た
グ
ル
ー
プ
名

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
名
前
に
し
た
理

由
に
つ
い
て
田
村
会
長
は
次
の
よ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
基
本
的
に
私
た
ち
は
林
業
関
係
で

働
く
女
性
た
ち
が
ゆ
る
く
集
ま
り
、
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
会
で

神流町森林組合の土場で体験会参加者と記念撮影
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的
と
し
て
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー
プ
で
す

が
、
メ
ン
バ
ー
の
推
薦
で
講
師
を
迎
え

て
「
推
し
活
研
修
会
」
を
行
う
な
ど
、

各
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
し
た

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
林
業
就
業
体
験
の
前
日
に

も
「
推
し
活
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
神
流
町
在
住
の
平
松
譲
講
師
に
よ

り
、
安
全
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
た
め
の

現
場
づ
く
り
や
道
具
の
使
い
方
等
の
現

場
研
修
の
ほ
か
、
途
中
か
ら
の
雨
の
た

め
講
師
に
よ
る
林
業
講
話
と
林
業
関
連

職
場
で
働
く
女
性
の
た
め
の
座
談
会
や
、

神
流
振
興
合
同
会
社
で
企
画
開
発
に
携

わ
る
講
師
に
よ
る
精
油
製
品
の
教
室
が

開
か
れ
ま
し
た
。

森
林
で
働
く
と
い
う
生
き
方
を 

応
援
し
た
く
て

　

女
子
会
は
田
村
会
長
が
中
心
に
な
っ

て
設
立
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
田
村

会
長
は
平
成
17
年
、
群
馬
県
林
業
労
働

力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
補
助
職
と
し
て
入
り
、
３
年
後
に
林

業
就
業
支
援
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
時
代

は
林
業
体
験
会
を
開
催
し
た
り
、
各
種

の
林
業
就
業
相
談
会
へ
参
加
す
る
こ
と

で
、「
林
業
を
や
っ
て
み
た
い
！
」
と

い
う
方
を
就
業
に
導
い
て
き
ま
し
た
。

　
「
し
か
し
、
あ
ん
な
に
意
気
揚
々
と

林
業
に
就
い
た
方
々
が
３
年
と
か
５
年

と
か
で
次
々
と
辞
め
て
い
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
ね
。
特
に
女
性
は
９
割
以
上
が

男
性
と
い
う
林
業
職
場
で
、
時
に
辛
い

思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
結
婚

や
出
産
を
き
っ
か
け
に
林
業
の
職
場
を

離
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
。

男
女
共
に
ど
う
し
た
ら
も
っ
と
続
け
て

も
ら
え
る
の
か
、
ま
た
復
帰
し
や
す
い

環
境
を
作
れ
な
い
か
と
考
え
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

そ
う
や
っ
て
考
え
た
末
に
辿
り
着
い

た
の
は
、
就
業
前
に
は
そ
れ
な
り
の
相

談
機
関
が
あ
る
の
に
、
就
業
し
て
か
ら

は
相
談
機
関
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
就

業
後
の
ケ
ア
が
足
り
て
い
な
い
の
で
は

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
悩
ん
で
し
ま
っ

た
時
に
「
何
か
辞
め
た
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
」
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
人

が
い
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
」

　

そ
こ
で
田
村
会
長
は
国
家
資
格
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
何
と

か
取
得
し
、「
森
林
で
働
く
と
い
う
生

き
方
を
応
援
し
ま
す
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
キ
ャ
リ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
の
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
平
成
31
年
４
月
の
こ
と
で

し
た
。

　

た
だ
体
制
は
整
え
た
も
の
の
、
組
織

を
離
れ
て
個
人
で
相
談
と
い
う
業
務
を

す
る
の
は
難
し
い
の
が
実
態
で
し
た
。

そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
の
人
脈
か
ら
「
田

村
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
行
っ
て
み

る
と
い
い
よ
」
と
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

り
、
雇
用
管
理
研
修
会
や
各
種
研
修
会

の
講
師
と
し
て
も
活
動
し
て
き
た
の
で

す
。
現
在
は
、
相
談
ス
キ
ル
を
磨
く
た

め
に
も
、
群
馬
大
学
で
就
職
活
動
の
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

神
流
フ
ォ
レ
ス
ト
ベ
ー
ス
で 

伐
倒
作
業
の
体
験

　

こ
の
「
飯
と
猫
と
林
業
女
子
会
」
に

よ
る
林
業
就
業
体
験
会
は
、
11
月
３
日

に
群
馬
県
の
神
流
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

神
流
町
は
群
馬
県
の
南
西
部
に
あ
り
、

人
口
は
約
１
６
０
０
人
。
約
90
％
が
森

林
で
す
。
日
本
で
最
初
に
恐
竜
の
足
跡

の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
い
つ
も
よ
り
遅
い
台
風
の
影

響
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
伐

倒
作
業
な
ど
の
体
験
、
地
元
材
を
利
用

し
た
住
宅
の
見
学
、
そ
し
て
メ
ン
バ
ー

と
の
座
談
会
が
予
定
通
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
体
験
会
の
参
加
者
は
、
学
生
さ

ん
２
名
に
一
般
の
方
１
名
の
３
名
で
し

た
が
、
当
会
の
メ
ン
バ
ー
が
８
名
に
講

師
１
名
。途
中
か
ら
講
師
の
娘
さ
ん（
中

学
生
）
１
名
も
加
わ
っ
て
、
賑
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

飯と猫と林業女子会の田村美惠子会長
（左）

神流フォレストベースの山林

25-01-379_r6事例集.indb   1725-01-379_r6事例集.indb   17 2025/03/07/金   19:59:592025/03/07/金   19:59:59



18

﻿

　

学
生
さ
ん
２
名
は
群
馬

県
立
農
林
大
学
校
（
高
崎

市
）
の
農
林
業
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
森
林
コ
ー
ス
の
１
年

生
、
２
年
生
で
す
。

　

午
前
中
は
伐
倒
作
業
の

体
験
で
す
。
場
所
は
神
流

町
産
材
「
神
流
杉
」「
神

流
檜
」
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
と
し

て
令
和
５
年
に
町
が
整
備

し
た
「
神
流
フ
ォ
レ
ス
ト

ベ
ー
ス
」
で
す
。
伝
統
工

法
で
建
て
ら
れ
た
五
重
塔

や
あ
ず
ま
や
も
あ
り
、
川
向
か
い
に
は

道
の
駅
「
ま
ん
ば
万
葉
の
里
」
が
あ
り

ま
す
。

　

講
師
は
前
日
の
「
推
し

活
研
修
会
」
に
引
き
続

き
、
平
松
林
業
代
表
の
平

松
謙
さ
ん
（
神
流
町
）
で

す
。
一
般
的
な
樹
木
の
伐

採
・
搬
出
に
特
殊
伐
採
な

ど
も
行
っ
て
お
り
、
時
に

は
群
馬
県
立
農
林
大
学
校

な
ど
で
伐
採
等
の
指
導
も

し
て
い
る
方
で
す
。

　

平
松
さ
ん
は
ま
ず
安
全

作
業
と
林
業
道
具
の
説
明

か
ら
始
め
ま
し
た
。
道
具

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
護
パ

ン
ツ
、
手
袋
な
ど
の
身
に
つ
け
る

も
の
や
、
腰
袋
に
入
れ
て
持
ち
運

び
し
て
い
る
ク
サ
ビ
、
ハ
ン
マ
ー
、

鉈
、
各
種
ロ
ー
プ
。
そ
れ
か
ら
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ロ
ー
プ
を
引
っ
張

る
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
な
ど
も
。

　

そ
の
後
、
実
際
の
伐
倒
作
業
に

入
り
、
受
講
者
は
１
人
１
本
、
３

人
で
３
本
の
ス
ギ
を
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
で
伐
倒
し
ま
し
た
が
、
平
松
さ

ん
は
１
人
１
人
に
受
け
口
や
追
い

口
の
方
向
、
深
さ
、
角
度
な
ど
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
指
導
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

  

伐
倒
作
業
の
終
了
後
に
受
講
者

は
平
松
さ
ん
か
ら
輪
切
り
し
た
丸
太
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
ら
の
体
験
を 

語
り
合
っ
て
の
座
談
会

　

伐
倒
作
業
の
体
験
を
終
え
て
か
ら
は
、

神
流
川
に
面
し
て
い
る
「
こ
い
こ
い
あ

い
ラ
ン
ド
会
館
」
に
移
動
。
そ
こ
で
昼

食
を
と
り
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
と
参
加
者

の
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
メ
ン
バ
ー
が
順
番
に
自
己
紹

介
を
兼
ね
て
発
言
し
ま
し
た
が
、
お
お

む
ね
次
の
よ
う
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

☆�

林
業
会
社
で
働
い
て
い
た
が
、
林
業

に
従
事
す
る
夫
と
結
婚
。
現
在
は
自

然
農
法
に
よ
る
稲
作
や
畑
作
を
営
ん

で
お
り
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
（
１
歳
半
の
娘
さ
ん
を

伴
っ
て
の
参
加
）。

☆�

10
年
く
ら
い
看
護
師
を
し
て
い
た
が
、

登
山
、
キ
ャ
ン
プ
が
好
き
で
林
業
の

世
界
へ
。
自
分
の
山
を
手
に
入
れ
た

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
自
由
に
遊
ば
せ

る
場
所
な
ど
を
作
り
た
い
。

☆�

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
自
衛
隊
や
フ

リ
ー
の
仕
事
に
就
い
た
後
、
森
林
組

合
に
勤
務
。
事
務
の
仕
事
が
多
い
が
、

伐倒後に木口面を検討する

伐倒終了後には講師から輪切り丸太をプレゼント

こいこいあいランドで昼食をとって、午後は座談会
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時
に
は
測
量
な
ど
現
場
の
仕
事
に
就

く
こ
と
も
あ
る
。
狩
猟
免
許
を
と
っ

た
。

☆�

森
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
３
年
間
、
林
業
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
。
そ
の
後
、
森
林
組
合

で
働
き
、
現
在
は
独
立
し
て
特
殊
伐

採
な
ど
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
。

☆�

現
在
、
森
林
組
合
で
働
い
て
い
る
が
、

残
業
が
あ
ま
り
な
い
と
こ
ろ
が
い
い
。

☆�

登
山
が
好
き
で
登
山
ガ
イ
ド
を
経
て
、

現
在
は
林
業
振
興
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
働
い
て
い
る
。

　

当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

☆�

大
学
を
卒
業
後
、
森
林
組
合
に
就
職
。

自
然
の
中
で
仕
事
が
で
き
た
が
、
狭

い
業
界
で
人
間
関
係
に
も
悩
ん
で
退

職
。
背
水
の
陣
で
樹
木
関
係
の
資
格

を
取
得
。
現
在
は
一
般
の
パ
ー
ト
勤

め
だ
が
、
休
日
は
自
然
に
関
す
る
活

動
で
現
場
に
行
け
る
の
が
楽
し
み
。

　

こ
の
よ
う
な
女
子
会
の
メ
ン
バ
ー
の

話
の
後
で
、学
生
の
参
加
者
か
ら
は「
皆

さ
ん
方
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

て
、
林
業
と
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
関

わ
り
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
」
と
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

伝
統
的
構
法
の 

町
営
住
宅
な
ど
も
見
学

　

座
談
会
の
後
は
、
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド

材
「
神
流
杉
」
を
使
っ
て
建
て
て
い
る

神
流
町
の
町
営
住
宅
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

建
て
て
い
る
の
は
伝
統
的
な
木
造
建

築
技
術
の
後
継
者
を
育
て
る
「
大
工
志

塾
」の
塾
生
た
ち
で
す
。
課
題
製
作（
集

合
実
技
研
修
）
の
一
環
と
し
て
建
て
て

い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
約
２
９
０

人
が
参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
石
の

基
礎
の
上
に
直
接
柱
を
建
て

る
「
石
場
建
て
」
や
、
柱
と

柱
の
間
に
板
を
は
め
込
む

「
板
倉
造
り
」
と
い
う
伝
統

的
構
法
を
用
い
た
住
宅
で
す
。

　

こ
の
町
営
住
宅
は
棟
上
げ

後
に
地
元
工
務
店
が
残
り
の

工
程
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
を
雇
う
、 

頭
を
雇
う
時
代
か
ら
、 

心
を
雇
う
時
代
へ

　

女
性
の
み
な
ら
ず
長
い
間
、

林
業
従
事
者
の
相
談
に
乗
っ

て
き
た
田
村
会
長
は
、
次
の

よ
う
な
話
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
林
業
の
業
界
の
中
で

は
、
昨
日
今
日
入
っ
て
き
た

人
が
意
見
を
述
べ
る
と
い
っ

た
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
す

が
、
雑
談
の
よ
う
に
い
つ
で

も
何
で
も
話
せ
る
職
場
づ
く

り
、
そ
し
て
ど
ん
な
意
見
で

も
一
度
は
み
ん
な
の
話
し
合

い
の
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
て
み

る
こ
と
が
大
切
な
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
『
手

を
雇
う
、
頭
を
雇
う
時
代
か

ら
、
心
を
雇
う
時
代
に
な
る
』
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
側
の
林
業
事

業
体
の
方
も
大
変
で
し
ょ
う
が
、
心
を

雇
う
と
い
う
意
識
改
革
も
ま
す
ま
す
重

要
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
」

　

林
業
事
業
体
の
意
識
改
革
。

　

何
で
も
打
ち
明
け
ら
れ
る
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
の
存
在
と
と
も
に
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る

の
で
し
た
。

＊
ま
と
め　

編
集
部

伝統的構法で建てている町営住宅を見学

「飯と猫と林業女子会」の皆さん

25-01-379_r6事例集.indb   1925-01-379_r6事例集.indb   19 2025/03/07/金   20:00:002025/03/07/金   20:00:00



20

事

例
高校生等の林業就業体験等

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
森も

り林
と
携
わ
る 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る 

高
校
生
の
Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

魚
津
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会［
富
山
県
］

﻿

ま
す
。

　

昭
和
42
年
８
月
、
山
村
か
ら
青
年
層

が
離
れ
て
い
く
中
、「
豊
か
な
山
村
づ

く
り
は
我
々
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
山
村
の
若
者
、
特
用
林
産
物
生
産
者
、

森
林
組
合
職
員
等
15
名
が
参
加
し
て
協

議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、

主
な
メ
ン
バ
ー
は
森
林
組
合
職
員
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
男
性
19
名
、
女
性
７

名
の
計
26
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
コ
ン
セ
プ
ト

　

協
議
会
で
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

に
合
わ
せ
た
森も

り林
の
携
わ
り
方
」
を
活

動
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。
イ
メ

ー
ジ
図
に
示
す
よ
う
に
、
小
さ
な
子
供

が
い
る
若
い
家
族
に
は「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
」

地
域
と
協
議
会
の
紹
介

　

私
た
ち
の
魚
津
地
区
林
業
研
究
グ
ル

ー
プ
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
が
活

動
す
る
地
域
は
、
富
山
県
の
新
川
地
区

（
滑
川
市
、
魚
津
市
、
黒
部
市
、
入
に
ゅ
う
ぜ
ん善

町ま
ち

、
朝
日
町
の
５
市
町
）
に
位
置
し
、

県
土
の
約
４
分
の
１
、
民
有
林
面
積
は

２
万
８
０
０
０
ha
で
県
全
体
の
17
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

雄
大
な
立
山
連
峰
を
バ
ッ
ク
に
日
本

一
の
Ｖ
字
峡
「
黒
部
峡
谷
」、
富
山
湾

の
神
秘
「
蜃
気
楼
」、
日
本
一
大
き
い

「
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
」、
青
緑
色
に
輝

く
ヒ
ス
イ
の
原
石
が
取
れ
る
「
宮
崎
ヒ

ス
イ
海
岸
」、
特
別
天
然
記
念
物
「
ホ

タ
ル
イ
カ
」
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
味
わ

え
な
い
豊
か
な
自
然
や
特
産
品
が
あ
り

ＶＲチェーンソー体験（富山県林業カレッジ）
生徒はあまり恐怖感がない様子だった
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と
し
て
「
ぬ
く
も
り
あ

る
生
活
」
を
、「
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
２
」
は
小
学
生
の

「
森
の
大
切
さ
を
知
る
」、

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
」
は
中

学
生
の
「
挑
戦
し
て
み

る
」、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
」

の
高
校
生
は
「
実
際
の

森
に
触
れ
る
」、
そ
し

て
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
」
は

一
般
社
会
人
を
対
象

に
「
木
に
触
れ
森
に
携

わ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
ご
と

に
区
分
し
た
テ
ー
マ
で

森も

り林
と
触
れ
合
え
る
活

動
・
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
経
緯

　

現
在
は
、
こ
の
よ
う
に
年
代
に
合
わ

せ
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当

初
は
、
市
町
村
や
家
づ
く
り
関
連
の
民

間
企
業
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
の
「
木

工
教
室
」
の
出
展
依
頼
が
中
心
で
し
た
。

そ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
年
齢
関
係
な
く
、

家
族
連
れ
が
多
く
、
未
就
学
児
や
小
学

生
が
中
心
で
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
時
、
小
学
校
の
先
生
が

イ
ベ
ン
ト
に
来
ら
れ
て
「
小
学
生
向
け

に
授
業
を
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」
と

言
わ
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
森
の

寺
子
屋
」（
森
林
教
室
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
森
の
大
切
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
、
評
判
も
良
か
っ
た
よ

う
で
こ
の
教
室
は
継
続
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
を
継
続

し
て
い
て
も
森
林
組
合
職
員
の
増
加
に

は
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
な
と
い
う
感

じ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
県
や

市
町
村
に
何
か
対
策
は
な
い
か
と
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
中
学
生
は
「
14
歳
の
挑

戦
」、
高
校
生
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
」
が
あ
る
の
で
や
っ
て
み
て
は

ど
う
か
？
と
い
う
提
案
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
」

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
」
の
活
動
を
加
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
最
近
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
掲
げ
て
い
る
企
業
か
ら
森
づ
く

り
を
し
た
い
と
い
っ
た
要
望
が
増
え
て

き
て
お
り
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
」
の
活
動

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
（
高
校
生

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
）：
実
際
の
森
に

触
れ
る
」
の
う
ち
、「
高
校
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
日
体
験
学
習
で 

森
づ
く
り
指
導

　

私
た
ち
は
、
管
内
で
唯
一
農
林
系
の

授
業
が
あ
る
富
山
県
立
桜
井
高
等
学
校

土
木
科
２
年
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
、
富
山
県
と
一
緒

に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
７
月
２

日
（
火
）
に
開
催
し
、
２
名
の
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
下
記

の
通
り
で
す
。

●�

９
：
00
～
９
：
20
／
富
山
県
の
森
林
・

林
業
の
概
要
（
座
学
）

●�

10
：
00
～
11
：
30
／
海
岸
林
に
お
け

る
森
林
整
備
（
現
地
見
学
）

　

・
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
に
つ
い
て

　

・
海
岸
林
造
成
事
業
に
つ
い
て

●�

11
：
30
～
13
：
00
／
移
動
、
昼
食　

●�

13
：
00
～
14
：
15
／
森
林
整
備
に
お

け
る
機
械
等
（
体
験
学
習
）

　

・�

富
山
県
林
業
カ
レ
ッ
ジ
の
概
要
説

明

　

・�

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
体

験

●�

15
：
00
～
15
：
30
／
木
材
加
工
場
見

学
、・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
丸
太

切
り
体
験

　

・�

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
・
パ
ワ
ー
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
体
験

●�

15
：
30
～
16
：
00
／
無
花
粉
ス
ギ
「
立

山 

森
の
輝
き
」
苗
畑
見
学

Ｖ
Ｒ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
体
験

　

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、
三
次
元
空
間
で

実
際
の
伐
木
技
術
を
学
び
な
が
ら
、
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
作
業
の
危
険
性
や

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
正
し
い
手

順
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
最
先

端
の
教
育
ツ
ー
ル
で
す
。

　

富
山
県
林
業
カ
レ
ッ
ジ
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
今
回
は
林
業
労
働
災
害
Ｖ

Ｒ
体
験
の
う
ち
、「
伐
木
作
業
中
の
災

「それぞれの年代で森林に携わる」活動コンセプトイメージ
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害
事
例
（
幹
割
れ
）」、「
切
り
捨
て
間

伐
の
災
害
事
例
（
幹
の
跳
ね
上
が
り
）」

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｒ
体
験
は
、
若
い
人
よ
り
ベ
テ
ラ

ン
の
人
の
ほ
う
が
怖
が
ら
れ
る
そ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
人
が
過
去

に
体
験
し
た
危
な
か
っ
た
こ
と
や
、
実

際
に
目
の
当
た
り
に
し
た
事
故
な
ど
を

思
い
出
し
、
恐
怖
が
わ
く
の
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
思
い
出
し
た
話
を
語
り
継
ぐ

こ
と
で
交
流
が
生
ま
れ
、
現
場
で
の
声

掛
け
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
若
い
人
は
ゲ
ー
ム
な
ど
で
慣

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
経
験

が
な
い
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
怖
が
ら
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

体
験
し
た
生
徒
は
「
あ
ま
り
林
業
や

林
業
機
械
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
Ｖ
Ｒ
は
自
分
が
作
業
を
や

っ
て
る
み
た
い
な
感
じ
で
楽
し
か
っ
た

で
す
」、
も
う
１
人
の
生
徒
も
「
結
構

迫
力
が
あ
っ
て
よ
い
体
験
が
で
き
ま
し

た
」
と
、
や
っ
ぱ
り
２
人
と
も
そ
れ
ほ

ど
怖
が
っ
て
い
な
い
様
子
で
飄
々
と
感

想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過
去

に
は
、
大
き
な
驚
き
の
声
を
上
げ
る
生

徒
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ｖ
Ｒ
ハ
ー
ベ
ス
タ
体
験

　

ハ
ー
ベ
ス
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、

林
業
機
械
の
操
作
を
リ
ア
ル
に
再
現
し

た
訓
練
用
の
シ
ス
テ
ム
で
、
プ
ロ
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
使
用
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
と
同
じ
も
の
を
用
い
て
、
安
全
か

つ
効
率
的
に
操
作
技
術
を
習
得
で
き
る

ツ
ー
ル
で
す
。

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
実

際
の
作
業
を
行
う
前
に
操
作
感
覚
を
掴

む
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
現
場
作
業
に

向
け
て
自
信
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

ＶＲハーベスタ体験（富山県林業カレッジ）
生徒はすぐに一連の操作をマスターした

実際のチェーンソーを使った丸太切りにも挑戦
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高校生等の林業就業体験等

も
の
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
操
作
レ
バ
ー
を
接
続
し
、

そ
の
操
作
レ
バ
ー
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
上
で
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
操
作
す
る

も
の
で
、
伐
倒
、
造
材
を
疑
似
体
験
し

ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
的
な
要
素
が
大
き

い
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
が
説
明
す
る

と
生
徒
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
、
す
ぐ

に
伐
倒
～
枝
払
い
～
玉
切
り
～
集
積
と

い
う
一
連
の
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
た
ち
も

後
で
や
っ
て
み
ま
し
た
が
、
普
段
、
ハ

ー
ベ
ス
タ
を
運
転
し
て
い
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
生
徒
た
ち
の
よ
う
に
は
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る 

本
物
の
丸
太
切
り
体
験

　

Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
の
仮
想
体

験
を
行
っ
た
生
徒
は
、
伐
採
作
業
員
が

使
う
イ
ヤ
ー
マ
フ
付
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

空
調
服
、
チ
ャ
ッ
プ
ス
を
装
着
し
た
上

で
、
本
物
の
丸
太
を
玉
切
り
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
腰
が
引
け
て
し
ま
っ
て
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
様
子
で
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
上
手
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

怪
我
も
な
く
、
丸
太
を
切
る
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
輪
切
り
の
切
れ
具
合

を
見
比
べ
な
が
ら
、
積
ま
れ
た
丸
太
の

前
で
記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
・
パ
ワ
ー 

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
体
験

　

今
年
初
め
て
の
試
み
で
生
徒
に
は
大

き
な
タ
イ
ヤ
を
ま
ず
は
何
も
着
け
ず
に

持
っ
て
も
ら
っ
た
後
、
ア
シ
ス
ト
ス
ー

ツ
を
装
着
し
て
同
じ
よ
う
に
持
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。生
徒
か
ら
は
、「
軽
っ
！
」

と
い
う
意
見
と
、「
あ
ん
ま
り
変
わ
ん

な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
ハ
ー
ネ
ス
を
装
着
し
て
も
ら
い
、

み
ん
な
で
生
徒
を
ロ
ー
プ
で
引
っ
張
り

上
げ
る
高
所
体
験
も
や
っ
て
み
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
に 

も
っ
と
携
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
」
の
高
校
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
が
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
森
林
・
林

業
関
係
の
仕
事
に
就
い
た
生
徒
は
、
残

念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
今
年
度
体
験
学
習
を
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
「
将
来
ど

の
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
ま

す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
１
名

の
生
徒
が
林
業
会
社
や
森
林
組
合
等
の

職
員
（
現
業
・
事
務
）
と
い
う
回
答
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
、
偶
然
に
も
同
じ
高
校
の

卒
業
生
が
森
林
組
合
の
作
業
班
と
し
て

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
保
育
施

業
班
に
所
属
し
、
無
花
粉
ス
ギ
の
植
栽

～
下
刈
り
を
は
じ
め
、
除
伐
、
間
伐
な

ど
の
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
人
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
先
輩

方
は
人
柄
も
良
く
、
尊
敬
で
き
る
人
が

多
い
で
す
。
特
に
上
司
の
班
長
は
、
仕

事
の
段
取
り
を
テ
キ
パ
キ
と
さ
れ
、
仕

事
と
休
み
の
メ
リ
ハ
リ
が
あ
っ
て
、
毎

日
学
び
が
多
く
楽
し
い
で
す
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

高
校
生
の
１
日
体
験
学
習
を
通
じ
て

す
ぐ
に
林
業
へ
の
就
業
に
つ
な
が
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
周
囲
に
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、

た
ま
た
ま
自
然
が
好
き
な
人
が
、森
林
・

林
業
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
機
会
は

増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
も
っ
と
お

も
し
ろ
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
考
え
な

が
ら
、
１
人
で
も
多
く
の
方
が
森
林
・

林
業
関
係
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

＊
ま
と
め 

魚
津
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会 

会
長　

慶け
い

伊い

靖
浩

フルハーネス・パワーアシストスーツ体験
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事

例
高校生等の林業就業体験等

少
人
数
体
制
で
き
め
細
や
か
な
指
導 

実
体
験
の
場
を
提
供
し
、就
業
意
欲
を
高
め
る

愛
知
県
指
導
林
家
連
絡
協
議
会［
愛
知
県
］

﻿

を
利
用
し
て
、
生
徒
が
指
導
林
家
の
も

と
に
滞
在
し
て
行
う
研
修
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
造
林
・
保

育
、
除
・
間
伐
や
伐
木
・
造
材
、
製
材
、

き
の
こ
栽
培
な
ど
と
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
指
導
林
家
の
専
門
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
学
習
目
的
に
合
わ
せ

た
内
容
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
１
回
の
体
験
で
受
け
入
れ
る

生
徒
数
は
原
則
３
名
以
内
と
し
て
お
り
、

少
人
数
の
た
め
、
き
め
細
や
か
な
指
導

で
、
生
徒
１
人
１
人
が
し
っ
か
り
と
体

験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
研
修
を
一
部
再
開
し
、 

対
象
生
徒
を
拡
大

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
宿
泊
で
の
受
け
入

れ
は
中
止
し
日
帰
り
の
み
の
実
施
で
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
一
部
の
指
導
林
家

で
宿
泊
研
修
を
再
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

冬
休
み
の
体
験
学
習
で
は
、
林
業
関
係

指
導
林
家
に
よ
る 

長
年
に
わ
た
る
滞
在
型
研
修

　

愛
知
県
で
は
、
高
度
な
知
識
、
技
術

お
よ
び
実
践
力
と
熱
意
を
持
ち
、
率
先

し
て
近
代
的
林
業
経
営
に
取
り
組
み
、

地
域
の
林
業
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
林

業
経
営
者
を
「
愛
知
県
指
導
林
家
」（
以

下
、
指
導
林
家
）
と
し
て
昭
和
56
年
以

降
、
知
事
が
認
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

指
導
林
家
で
構
成
さ
れ
る
愛
知
県
指
導

林
家
連
絡
協
議
会
（
以
下
、協
議
会
）
は
、

昭
和
56
年
に
、
会
員
の
資
質
の
向
上
と

林
業
後
継
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
指
導

林
家
24
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
令

和
６
年
４
月
１
日
時
点
）。

　

協
議
会
で
は
、
設
立
当
初
か
ら
活
動

目
的
で
あ
る
林
業
後
継
者
育
成
の
た
め
、

高
校
生
を
対
象
と
し
た
林
業
体
験
学
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
内
に
は
森
林
・
林
業
に
関
す

る
科
目
・
コ
ー
ス
を
持
つ
県
立
高
校（
以

下
、
林
業
関
係
高
校
）
が
３
校
あ
り
ま

す
。
協
議
会
で
は
、
主
に
そ
の
３
校
に

在
籍
す
る
生
徒
を
対
象
と
し
、
学
校
が

休
み
の
時
（
主
に
夏
休
み
、
冬
休
み
）

慎重に。培養が完了したシイタケ菌床の除袋作業中
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高校生等の林業就業体験等

高
校
以
外
の
県
立
高
校
（
普
通
科
・
工

業
科
な
ど
）
も
新
た
に
対
象
と
し
、
参

加
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
夏
期
に
は
３
名
の
指
導

林
家
の
も
と
で
林
業
関
係
高
校
２
～
３

年
生
６
名
と
、
冬
期
は
４
名
の
指
導
林

家
の
も
と
で
林
業
関
係
高
校
１
～
２
年

生
６
名
、
工
科
高
校
２
年
生
１
名
の
生

徒
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

林
業
関
係
高
校
か
ら
の
参
加
は
、
将

来
林
業
や
木
材
加
工
業
の
職
に
就
く
こ

と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
生
徒
が
多
く
、

繰
り
返
し
体
験
に
参
加
し
て
く
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
枝
打
ち
体
験
に
参

加
し
た
生
徒
は
、
年
２
回
の
体
験
学
習

で
保
育
管
理
を
し
て
い
る
ス
ギ
が
通
直

に
育
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
１
年
間
で

の
木
の
成
長
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

工
科
高
校
生
徒
の
参
加
も

　

今
回
参
加
し
て
く
れ
た
工
科
高
校
の

生
徒
は
、
普
段
の
学
校
生
活
で
林
業
に

触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

体
験
が
自
分
の
人
生
経
験
と
し
て
プ
ラ

ス
と
な
る
と
考
え
、
参
加
を
希
望
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
機
械
科
で
学
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
機
械
に
興
味
が
あ
り
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
に
強
い
憧
れ
が
あ
る
の
で
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
作
業
し
て
み
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

体
験
場
所
で
あ
る
東
三
河
の
山
間
部
か

ら
離
れ
た
尾
張
地
区
か
ら
の
参
加
の
た

め
、
宿
泊
を
伴
う
学
習
で
の
受
け
入
れ

と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
１
人
で
の
参
加

で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
ク
リ
ス
マ
ス
の

日
と
重
な
り
、
夜
は
Ｉ
タ
ー
ン
で
林
業

経
営
を
行
う
指
導
林
家
の
も
と
に
集
ま

っ
た
地
元
の
方
々
と
触
れ
合
う
機
会
も

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
泊
２
日
の
体
験
を
通
し
て
、
山
間

部
で
暮
ら
す
個
性
豊
か
な
方
々
と
交
流

し
、
山
間
部
で
の
生
活
を
垣
間
見
る
機

会
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
指
導 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
倒
体
験

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
た
伐
倒
や
造

約 12 年生スギの枝打ち体験。生徒は若木の成長ぶりに驚いていた

工科高校生徒のグラップル操作体験。失敗の繰り返しだったが、
最後には丸太をつかむことができた
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﻿

材
作
業
、
枝
打
ち
な
ど
に
つ
い
て
は
、

林
業
関
係
高
校
の
９
名
と
工
科
高
校
の

１
名
の
生
徒
が
体
験
し
ま
し
た
。
林
業

関
係
高
校
の
教
育
課
程
で
は
学
校
林
等

で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
す
る
機
会
も

あ
り
ま
す
が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
体
験

す
る
こ
と
な
く
卒
業
と
な
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
指
導
林
家
の
体
験
学

習
が
初
め
て
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
体
験
と

な
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

体
験
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
護
着

の
着
用
等
安
全
面
に
は
十
分
配
慮
し
つ

つ
、
少
人
数
の
利
点
を
活
か
し
、
道
具

の
扱
い
方
を
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
指
導
し

て
い
る
た
め
、
初
め
て
の
生
徒
で
も
無

理
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱
っ
た
こ
と

が
あ
る
生
徒
も
学
校
の
実
習
で
は
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
で
木
を
伐
倒
す
る
こ
と
は
な

い
た
め
、
林
業
に
興
味
の
あ
る
生
徒
た

ち
の
さ
ら
に
学
び

た
い
気
持
ち
に
応

え
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
体
験
の

場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

工
科
高
校
の
生

徒
も
、
も
ち
ろ
ん

初
め
て
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
体
験
と
な

り
ま
し
た
が
、
指

導
林
家
か
ら
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
ゆ
っ

く
り
丁
寧
に
指
導

を
受
け
、
２
日
目

に
は
２
本
の
木
を

伐
倒
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
薪
づ
く

り
や
グ
ラ
ッ
プ
ル

の
操
作
体
験
な
ど

２
日
間
で
様
々
な

体
験
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
体
験

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
林
業
関
係

の
会
社
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
と
の
回

答
が
あ
り
、
林
業
を
魅
力
あ
る
仕
事
と

し
て
捉
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

製
材
、
き
の
こ
生
産
な
ど
の 

体
験
も

　

夏
期
の
体
験
で
は
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の

初めての伐倒体験。１つ１つの動作をゆっくり丁寧に進めていく

チルホールを引く大変さも体験
適切な受け口・追い口をつくるため、チェーンソーの刃の上に水準器
を置き水平の具合を確認
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高校生等の林業就業体験等

生
産
、
冬
期
の
体
験
で
は
製
材
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
生
徒
が
体
験
し
ま

し
た
。

　

菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
で
は
、
培
地

づ
く
り
か
ら
菌
床
の
除
袋
、
浸
水
、
シ

イ
タ
ケ
の
収
穫
、
販
売
の
た
め
の
包
装

ま
で
生
産
に
関
わ
る
作
業
を
ひ
と
通
り

体
験
し
ま
す
。
菌
床
栽
培
の
現
状
や
林

業
と
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
て
も
ら
う

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
除
袋
作
業
で
は
、

袋
に
付
着
し
て
い
る
茶
色
の
水
（
分
解

水
）
が
酸
性
で
、
皮
膚
に
付
く
と
肌
荒

れ
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
生
徒

は
指
導
を
受
け
な
が
ら
慎
重
に
作
業
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

　

製
材
工
場
で
は
、
丸
太
の
皮
む
き
か

ら
一
連
の
製
材
工
程
を
体
験
し
、
そ
の

後
、
当
工
場
で
製
材
し
た
材
を
使
用
し

て
い
る
施
設
の
見
学
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。
こ
の
生
徒
は
、
夏
休
み
に
別
の
指

導
林
家
の
も
と
で
枝
打
ち
、
巻
枯
ら
し

間
伐
、
伐
倒
作
業
な
ど
を
体
験
し
て
お

り
、
造
林
か
ら
木
材
生
産
や
製
材

ま
で
、
林
業
の
一
連
の
行
程
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

林
業
体
験
学
習
参
加
者
の 

就
業
状
況

　

令
和
３
～
５
年
度
の
３
年
間
で
、

延
べ
20
名
の
指
導
林
家
の
も
と
で
、

延
べ
36
名
の
生
徒
が
林
業
体
験
学

習
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の

３
年
間
に
卒
業
し
た
林
業
体
験
学

習
参
加
生
徒
25
名
の
う
ち
９
名
が
、

県
内
外
の
森
林
組
合
や
林
業
経
営

体
、
製
材
工
場
、
地
方
公
共
団
体
（
林

学
職
）
へ
の
就
職
、
林
業
大
学
校
等
へ

の
進
学
を
し
て
い
ま
す
（
表
）。

　

先
述
の
と
お
り
、
林
業
・
木
材
関
連

分
野
へ
の
就
業
を
視
野
に
入
れ
て
い
る

生
徒
が
繰
り
返
し
体
験
学
習
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
就
業
前
に
実
際
に

現
場
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
林
業
・
木
材
関
連
分
野
へ
の
就

業
の
後
押
し
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

裾
野
を
広
げ
て 

後
継
者
育
成
を

　

ま
た
、
学
生
時
代
、
全
く
違
う
分
野

で
学
び
、
林
業
・
木
材
関
連
分
野
に
就

業
し
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
林
業
関
係
高
校
以
外
の
高
校

生
徒
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
、
林

業
の
魅
力
に
気
づ
き
、
将
来
林
業
を
仕

事
と
し
て
選
択
す
る
生
徒
が
１
人
で
も

多
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
で
は
、
高
校
生
以
外
に
も
、

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
林
業
体
験

学
習
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

将
来
の
担
い
手
と
な
る
子
供
た
ち
に
林

業
の
魅
力
を
伝
え
る
場
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め 

愛
知
県
指
導
連
絡
協
議
会
事
務
局 

愛
知
県
農
林
基
盤
局
林
務
部
林
務
課

送材車付帯のこ盤で丸太から挽いた板を、必要な幅に切断する作業の説明を受ける

森林組合
林業経営体
木材加工業者
地方公共団体林学職
その他業種の会社
林業大学校等
その他進学
その他
合計

令和３～5年度卒業生の進路状況
（体験学習参加生徒）

表　令和３～５年度卒業生の進路状況
（体験学習参加生徒）
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事

例
高校生等の林業就業体験等

森
林
組
合
や
町
役
場
と
取
り
組
む 

林
業
現
場
を
肌
で
感
じ
る
研
修
会

か
み
や
ま
林
業
振
興
会［
徳
島
県
］

﻿

床
柱
に
加
工
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ツ
マ
タ
栽
培
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
春
よ
り
約
３
万
２
０
０
０
本
を
植

栽
し
て
、
原
木
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
も
あ
り
、
若
手
会
員

の
確
保
や
技
術
の
継
承
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
資
源
の

充
実
し
た
神
山
町
に
お
い
て
、
近
年
、

自
伐
林
業
を
営
ま
れ
る
方
が
増
え
た
り
、

新
た
な
林
業
事
業
体
が
で
き
た
り
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
林
業
従
事
者
は

不
足
し
て
お
り
、
地
域
林
業
の
振
興
と

い
っ
た
面
か
ら
も
、
林
業
後
継
者
の
育

成
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

継
続
す
る 

林
業
体
験
現
地
研
修
会

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
将
来
の
林

業
従
事
者
の
育
成
に
向
け
た
取
組
と
し

て
毎
年
、
徳
島
中
央
森
林
組
合
（
以
下
、

森
林
組
合
）
や
町
役
場
の
協
力
の
も
と
、

神
山
町
の
農
林
業
と 

か
み
や
ま
林
業
振
興
会

　

神
山
町
は
、
徳
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
人
口
約
４
７
０
０
人
、
総
土

地
面
積
１
万
７
３
３
０
ha
、
森
林
率

約
86
％
の
町
で
す
。
民
有
林
総
数
は

１
万
４
４
７
０
ha
、
う
ち
約
71
％
が
人

工
林
で
、
そ
の
９
割
を
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
規

模
別
で
見
る
と
、
10 

ha
未
満
の
所
有
者

が
約
95
％
と
、
小
規
模
・
零
細
な
所
有

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
要
産
業
は

農
林
業
で
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る

「
す
だ
ち
」
の
ほ
か
、
菌
床
栽
培
に
よ

る
生
シ
イ
タ
ケ
生
産
も
盛
ん
で
す
。

　

か
み
や
ま
林
業
振
興
会
（
以
下
、
当

会
）
は
、
平
成
５
年
に
町
内
４
つ
の
林

研
グ
ル
ー
プ
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
数
は
56
名
で
主
に
町
内
に

山
林
を
所
有
す
る
者
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
ス
ギ

天
然
絞
丸
太
の
生
産
販
売
や
ミ
ツ
マ
タ

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ス
ギ
天

然
絞
丸
太
は
京
都
・
北
山
、
奈
良
・
吉

野
か
ら
天
然
絞
の
苗
木
導
入
を
契
機
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
約
５
万
本
を
育
成
し
、

受け口づくりにもチャレンジ！
生徒が上手にできると、指導側にも笑みがこぼれる
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高校生等の林業就業体験等

地
元
の
徳
島
県
立
城じ
ょ
う
せ
い西
高
等
学
校
神

山
校
（
以
下
、
神
山
校
）
の
生
徒
を
対

象
と
し
た
林
業
体
験
現
地
研
修
会
を
開

催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
会
は
、
11
月
28
日

（
木
）、
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
２
年
生

13
名
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

座
学
と
土
場
見
学

　

当
日
、
生
徒
は
森
林
組
合
に
集
合
し
、

当
会
会
長
よ
り
挨
拶
や
研
修
の
趣
旨
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
県
林

業
普
及
指
導
員
に
よ
る
県
の
林
業
施
策

や
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
素
材
生

産
シ
ス
テ
ム
を
学
び
、
ま
た
、
森
林
組

合
職
員
か
ら
は
木
材
市
場
の
概
要
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野

の
指
導
者
ら
で
本
研
修
会
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

次
は
森
林
組
合
の
土
場
見
学
に
移
り

ま
す
。
土
場
に
お
い
て
は
、
木
材
が
搬

入
さ
れ
た
際
の
は
い
立
て
作
業
や
値
決

め
の
方
法
、
丸
太
の
樹
種
や
良
材
の
見

分
け
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

実
際
に
丸
太
を
目
の
前
に
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
興
味
深
く
話

を
聞
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
丸
太
切
り
体
験

　

そ
の
後
、
搬
出
間
伐
を
行
っ
て
い
る

現
場
に
移
動
し
、
３
班
に
分
か
れ
研
修

を
開
始
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
は
当
会

の
会
員
が
指
導
を
務
め
ま
し
た
。

　

体
験
し
て
も
ら
う
の
は
、
丸
太
の

輪
切
り
で
す
。
今
回
参
加
し
た
生
徒

は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
た
伐
木
等

の
講
習
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
最
初
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
輪
切
り
を

行
え
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
た
だ
、
生

徒
の
多
く
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
の
仕

方
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
持
ち
方
、
輪

切
り
を
す
る
際
の
姿
勢
や
立
ち
位
置
ま

で
、
会
員
か
ら
丁
寧
か
つ
熱
心
な
指
導

を
受
け
な
が
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

最
初
は
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
複
数
回

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
上
手
に
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

研修前の説明を真剣に聞く生徒たち

徳島中央森林組合の土場を見学。原木市の説明を受ける

熱心にチェーンソー操作の説明を聞く生徒たち
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っ
た
生
徒
の
満
足
げ
な
様
子
が
印
象
的

で
し
た
。

　
「
先
達
に
も
っ
と
学
び
た
い
」
と
再

度
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
体
験
を
申
し
出
る
生

徒
も
お
り
、
会
員
も
そ
の
熱
意
に
呼
応

し
数
人
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
初
予

定
し
て
い
な
か
っ
た
伐
倒
の
際
の
「
受

け
口
」
づ
く
り
も
指
導
す
る
こ
と
に
。

生
徒
の
積
極
的
な
学
び
の
姿
勢
に
会
員

た
ち
も
充
実
し
た
想
い
を
抱
い
た
よ
う

で
す
。

フ
ォ
ワ
ー
ダ
と
グ
ラ
ッ
プ
ル
体
験

　

高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
体
験
に
つ

い
て
は
、
森
林
組
合
の
作
業
班
の
方
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ッ
プ
ル
の
操
作
体
験
で
は
丸
太

の
円
盤
を
つ
か
み
、
重
ね
て
い
く
作
業

に
挑
戦
で
す
。
な
か
に
は
、
作
業
班
の

方
が
口
頭
で
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
だ
け
で
、

円
盤
を
高
く
積
み
上
げ
る
生
徒
も
見
受

け
ら
れ
、
う
ま
く
操
作
で
き
る
生
徒
や
、

そ
う
で
な
い
生
徒
も
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
操
作
体
験
は
、
据
え

付
け
の
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
丸
太
の
積

み
込
み
作
業
で
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
の
操
作

方
法
や
丸
太
を
つ
か
む
位
置
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
慎
重
に
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
最
後
に
は
、
現
場
状
況
の

関
係
も
あ
り
生
徒
個
々
の
体
験
は
割
愛

し
ま
し
た
が
、
作
業
班
の
方
が
行
う
プ

ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
造
材
作
業
を
全
員
で

見
学
し
、
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。

体
験
し
た
か
ら
こ
そ
… 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

　

研
修
会
終
了
後
、
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼「
今
回
の
研
修
を
受
講
す
る
前
に〈
林

業
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
〉
と
思
っ

て
い
ま
し
た
か
」
の
問
い
に
は
、

①
思
っ
て
い
た
…
１
名

②
あ
る
程
度
思
っ
て
い
た
…
２
名

③
思
っ
て
い
な
か
っ
た
…
10
名

①
②
合
わ
せ
て
も
３
名
し
か
「
林
業
」

を
仕
事
先
と
し
て
考
え
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
研
修
終
了
後
で
の
同
様

の
問
い
に
は
、

①
あ
る
程
度
思
っ
た
…
６
名

②
思
わ
な
か
っ
た
…
４
名

と
「
林
業
」
に
前
向
き
な
回
答
を
し
た

生
徒
が
倍
増
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
研
修
前
に
「
林
業
に
関
わ

る
仕
事
を
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
１

名
が
研
修
後
に
は
い
な
く
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
３
名
が
未
回
答
と
実
際
の
林
業

グラップル操作体験。
指導員が横に付かなくても、上手に積み上げる生徒もいた

フォワーダのグラップル体験。
指導を受けながら丸太を荷台に載せる
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現
場
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
考

え
が
変
わ
っ
た
り
、
簡
単
に
は
答
え
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と

こ
ろ
で
す
。

▼
「
今
回
の
研
修
は
将
来
の
た
め
に
役

に
立
ち
ま
し
た
か
」
に
は
、

①
大
変
役
に
立
っ
た
…
６
名

②
あ
る
程
度
役
に
立
っ
た
…
７
名

▼
「
今
回
の
研
修
は
理
解
で
き
ま
し
た

か
」
の
問
い
に
は
、

①
た
い
へ
ん
よ
く
理
解
で
き
た
…
７
名

②
あ
る
程
度
理
解
で
き
た
…
６
名

と
生
徒
全
員
か
ら
前
向
き
の
回
答
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
感
想
と
し
て
は
、「
と

て
も
わ
か
り
や
す
く
接
し
て
く
れ
て
、

や
り
や
す
か
っ
た
」、「
教
え
方
が
と
て

も
う
ま
か
っ
た
」、「
も
っ
と
研
修
を
し

て
み
た
い
」、「
他
に
も
い
ろ
ん
な
機
械

を
使
っ
て
林
業
を
知
り
た
い
」
な
ど
、

肯
定
的
で
前
向
き
な
意
見
が
多
く
、
会

員
に
と
っ
て
も
励
み
に
な
る
も
の
で
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
進
学
や
就
職
を
考
え
て
い

く
高
校
生
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
研
修

に
な
っ
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

若
者
の
元
気
は
林
業
の
活
力

　

徳
島
県
で
は
、
林
業
後
継
者
不
足
の

解
消
と
即
戦
力
と
な
る
人
材
育
成
を
目

的
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
と
く
し
ま

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」（
以
下
、
ア
カ
デ

ミ
ー
）
が
開
校
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
神
山
校
か
ら
11
名
の
人
材
が
ア
カ
デ

ミ
ー
を
経
て
林
業
界
へ
巣
立
っ
て
い
ま

す
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
例
年
神
山
校
の

生
徒
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
ア
カ
デ
ミ

ー
生
が
指
導
役
と
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
操
作
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
走
行
体
験
な

ど
を
研
修
所
内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
会
の
研
修
会
は
林
業
現
場

で
開
催
し
ま
す
。
森
林
組
合
の
方
や
林

家
個
人
と
の
か
か
わ
り
と
い
っ
た
点
も

含
め
、
実
際
の
林
業
の
場
に
触
れ
る
機

会
と
し
て
、
神
山
校
生
の
森
林
・
林
業

へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
に
役
立

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
当

会
の
活
動
が
神
山
校
生
の
ア
カ
デ
ミ
ー

進
学
へ
の
後
押
し
の
ひ
と
つ
と
な
り
、

ひ
い
て
は
林
業
後
継
者
の
育
成
・
確
保

に
貢
献
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
た

い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
現
場
は
や
や
標
高
が
高
く
、

厳
し
い
寒
さ
の
中
で
の
研
修
と
な
り
ま

し
た
が
、
昼
食
休
憩
中
に
生
徒
た
ち
が

山
の
斜
面
を
か
け
ず
り
回
る
姿
を
見
て
、

そ
の
若
者
の
元
気
と
活
力
こ
そ
が
、
現

在
の
山
村
・
林
業
に
必
要
な
も
の
だ
と

痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

神
山
町
の
森
林
サ
イ
ク
ル
の
確
立
と

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
た
め
に
も
、

自
分
た
ち
の
持
つ
知
識
や
経
験
、
技
術

等
を
次
世
代
の
若
者
へ
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
、
今
後
も
人
材
育
成
へ
の
取
組

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

＊
ま
と
め 

か
み
や
ま
林
業
振
興
会
事
務
局

研修を終えて。生徒も関係者も充実の表情
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や
り
が
い
や
面
白
さ
を
体
験
し
て
ほ
し
い 

地
域
の
貴
重
な〝
人
財
〟を
林
業
の
世
界
へ
！

球く

ま磨
地
区
普
及・
林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会［
熊
本
県
］

﻿

絡
協
議
会
（
以
下
、
当
協
議
会
）
は
５

つ
の
林
研
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
林
研
グ
ル
ー
プ
で
は
地
域
に

根
差
し
た
活
動
を
継
続
し
て
い
る
一
方

で
、
他
の
地
域
と
同
様
に
、
少
子
高
齢

人
吉
球
磨
地
域
と 

当
協
議
会
の
概
要

　

人
吉
球
磨
地
域
は
熊
本
県
の
南
東
部

に
位
置
し
、
東
は
宮
崎
県
、
南
は
鹿
児

島
県
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
人
吉
市
を

中
心
に
１
市
４
町
５
村

か
ら
な
り
、
周
囲
は
九

州
中
央
山
地
に
囲
ま
れ
、

地
域
の
中
央
を
東
西
に

貫
流
す
る
日
本
三
大
急

流
の
１
つ
で
あ
る
球
磨

川
や
18
年
連
続
水
質
日

本
一
を
誇
る
川
辺
川
な

ど
、
自
然
豊
か
な
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
吉
球
磨
地
域
の
森

林
資
源
と
し
て
は
、
森

林
面
積
約
12
万
ha
の
う

ち
民
有
林
は
約
10
万
ha

と
県
全
体
の
民
有
林
面

積
の
４
分
の
１
を
占
め

て
お
り
、
人
工
林
面
積
は
県
平
均
61
％

に
対
し
て
67
％
、
林
業
生
産
額
も
約

29
億
円
で
県
内
有
数
の
林
業
地
域
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

球
磨
地
区
普
及
・
林
研
グ
ル
ー
プ
連

プロセッサ操作の研修風景。
熱心な指導に生徒も集中

伐倒訓練機で受け口の作り方について講師の指導を聞く
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化
に
よ
る
担
い
手
の
不
足
も
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
協
議
会
で
は
、

林
業
後
継
者
育
成
を
目
的
と
し
て
各
林

研
グ
ル
ー
プ
や
林
業
関
係
者
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
元
高
校
に
対
す

る
〝
人
財
〟
確
保
に
向
け
た
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

地
元
高
校
を
対
象
と
し
た 

林
業
体
験
型
の
研
修

　

今
回
の
事
業
の
対
象
で
あ
る
熊
本
県

立
南
稜
高
等
学
校
（
以
下
、南
稜
高
校
）

は
、
人
吉
球
磨
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
に
あ
る
全

日
制
の
高
校
で
、
普
通
科
を
は
じ
め
総

合
農
業
科
や
生
活
経
営
科
、
食
料
科
学

科
と
い
っ
た
学
科
が
あ
り
、
地
域
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
総
合
農
業
科
で
は
、
自

然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
を
学
ぶ
こ
と
を

理
念
に
、
体
験
活
動
を
中
心
と
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
２
年
次

か
ら
は
コ
ー
ス
選
択
制
（
林
業
専
攻
は

「
環
境
コ
ー
ス
」）、
３
年
次
は
林
業
専

攻
を
含
む
５
専
攻
か
ら
選
択
す
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
協
議
会
で
は
、
コ
ー
ス
を
選
択
す

る
２
年
生
を
対
象
に
、「
林
業
」
を
仕

事
と
す
る
や
り
が
い
や
面
白
さ
を
体
験

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
例

年
、
間
伐
研
修
と
高
性
能
林
業
機
械
操

作
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
全
第
一
！ 

間
伐
研
修
（
基
礎
編
）

　

間
伐
研
修
は
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て

実
施
し
ま
す
。
１
日
目
に
南
稜
高
校
の

実
習
室
で
座
学
を
行
い
、
そ
の
後
、
同

高
校
の
敷
地
内
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱

い
方
を
徹
底
的
に
練
習
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
２
日
目
に
予
定
し
て
い
る

南
稜
高
校
演
習
林
で
の
間
伐
の
実
践
に

備
え
て
、
安
全
に
伐
倒
を
行
う
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

12
月
中
旬
、
１
日
目
の
研
修
で
す
。

索
道
の
運
営
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
機

材
を
販
売
し
て
お
ら
れ
る
第
一
索
道
商

事
株
式
会
社
の
平
野
代
表
か
ら
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
取
り
扱
い
の
基
礎
や
安
全
な
操

作
方
法
等
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ

い
た
後
に
、
午
前
は
１
班
、
午
後
は
３

班
に
分
か
れ
て
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
土
台
に
設
置
し
た
丸
太
を
輪

切
り
に
し
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ
に
切
る
の

は
意
外
と
難
し
く
、
生
徒
た
ち
は
納
得

の
い
く
ま
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
伐
倒
訓
練
機
に

よ
る
受
け
口
、
追
い
口
の
練
習
で
す
。

生
徒
１
人
に
つ
き
１
回
以
上
は
実
施
し

て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
目
標
は
、

①
水
平
切
り
、
②
斜
め
切
り
、
③
正
確

な
受
け
口
・
追
い
口
を
マ
ス
タ
ー
す
る

こ
と
で
す
。
前
述
し
た
丸
太
の
輪
切
り

と
比
べ
る
と
格
段
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

水
平
切
り
と
斜
め
切
り
を
う
ま
く
合

わ
せ
る
こ
と
が
、
上
手
に
受
け
口
を
作

る
コ
ツ
で
す
が
、

な
か
な
か
難
し
く

生
徒
た
ち
は
何
度

も
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
。
研
修
を
終

え
る
頃
に
は
丸
太

が
受
け
口
だ
ら
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、

少
し
か
わ
い
そ
う

に
思
え
ま
し
た
が
、
全
員
が
怪
我
な
く

無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
間
伐
の
実
践
で
は
、
足
場

も
悪
く
よ
り
高
度
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操

作
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
は
、

安
全
作
業
を
徹
底
し
て
も
ら
い
、
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

安
全
第
一
！ 

間
伐
研
修
（
実
践
編
）と 

高
性
能
林
業
機
械
操
作
研
修

　

間
伐
研
修
（
基
礎
編
）
の
２
日
後
、

南
稜
高
校
か
ら
北
に
車
で
30
分
ほ
ど
の

場
所
に
位
置
す
る
演
習
林
で
、
総
合
農

業
科
の
２
、３
年
生
を
対
象
に
間
伐
研

修
（
実
践
編
）
と
高
性
能
林
業
機
械
操

作
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
林
業
専
攻
の
生
徒
の
み
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
科
農
業
土

木
専
攻
の
生
徒
も
参
加
し
た
い
！
と
の

こ
と
で
、
飛
び
入
り
で
参
加
し
て
も
ら

い
、
２
年
生
17
名
、
３
年
生
15
名
の
総

勢
32
名
と
大
人
数
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

午
前
と
午
後
の
そ
れ
ぞ
れ
で
間
伐

（
２
班
）
と
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
ス
イ
ン

グ
ヤ
ー
ダ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
（
各
１
班
）

の
４
班
体
制
と
し
て
１
班
４
～
５
名
で

何度も練習する生徒。
伐倒訓練機が受け口だらけになった！
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実
施
。
生
徒
の
人
数
が
多
く
時
間
的
な

制
約
も
あ
る
た
め
、
安
全
を
確
保
し
つ

つ
ス
ム
ー
ズ
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。

　

間
伐
は
林
研
グ
ル
ー
プ
会
員
２
名
と

熊
本
県
林
業
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
職

員
２
名
が
２
班
に
分
か
れ
て
実
施
。
高

性
能
林
業
機
械
操
作
は
地
元
で
素
材
生

産
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
九
州
横
井
林
業

株
式
会
社
の
作
業
員
３
名
が
講
師
で
す
。

皆
さ
ん
林
業
に
長
年
携
わ
っ
て
お
ら
れ

る
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、研
修
に
入
り
、間
伐
研
修
（
実

践
編
）
で
は
１
人
１
本
程
度
を
伐
倒
し

ま
す
。
現
場
は
道
路
下
で
、
直
径
20
㎝
、

樹
高
12
ｍ
の
ヒ
ノ
キ
、
間
隔
は
や
や
狭

く
枝
も
張
っ
て
い
る
た
め
切
捨
間
伐
す

る
に
は
少
し
難
し
い
林
分
で
す
。
急
峻

な
地
形
の
た
め
立
木
ま
で
行
く
の
も
一

苦
労
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
到
着
す
る

と
講
師
か
ら
の
説
明
を
受
け
て
い
よ
い

よ
間
伐
を
開
始
。
生
徒
た
ち
は
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
練
習
ど
お
り
に
受
け

口
、
追
い
口
を
作
り
、
想
定
し
て
い
た

方
向
へ
上
手
に
倒
し
て
い
ま
し
た
。
中

に
は
、
す
で
に
現
役
作
業
員
の
よ
う
に

伐
倒
す
る
生
徒
も
お
り
、
話
を
聞
く

と
、「
お
父
さ
ん
が
林
業
に
携
わ
っ
て

い
て
普
段
か
ら
家
で
も
手
伝
っ
て
い
る
。

将
来
は
林
業
の
仕
事
で
父
を
超
え
た

い
！
」
と
の
こ
と
。
即
戦
力
と
な
る
頼

も
し
い
担
い
手
を
発
見
し
た
瞬
間
で
し

た
。

　

次
に
、
高
性
能
林
業
機
械
操
作
研
修

で
す
。
操
作
講
師
の
皆
さ
ん
は
昨
年
も

担
当
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
生
徒
へ
の

教
え
方
も
慣
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
講
師
か
ら
基
本
的
な
説
明
を

受
け
た
あ
と
に
早

速
操
作
を
開
始
し

ま
す
。

　

プ
ロ
セ
ッ
サ
で

は
、
最
初
は
大
き

く
揺
れ
る
ヘ
ッ
ド

に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
最
後
は
丸
太

を
つ
か
み
、
玉
切

り
す
る
工
程
も
ス

ム
ー
ズ
で
ど
ん
ど
ん

上
達
し
て
い
き
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
は

「
難
し
い
け
ど
、
ゲ

ー
ム
の
よ
う
で
面
白

い
！
」
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ

は
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ

を
玉
掛
け
す
る
生
徒

と
機
械
を
操
作
す
る

生
徒
に
分
か
れ
て
行

い
ま
す
。
ワ
イ
ヤ
ー

ロ
ー
プ
を
設
置
す
る

た
め
に
斜
面
を
登
っ

た
り
、
下
り
た
り
す

る
生
徒
は
大
変
そ
う

で
し
た
が
、
苦
労
し

て
重
い
木
材
を
土
場

に
引
き
上
げ
た
時
は

双
方
と
も
達
成
感
に

満
ち
た
表
情
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

次
は
丸
太
を
グ
ラ

ッ
プ
ル
で
つ
か
ん
で

荷
上
げ
、
フ
ォ
ワ
ー

ダ
で
走
行
、
グ
ラ
ッ

プ
ル
で
荷
下
ろ
し
ま

で
を
操
作
し
ま
す
。

父の手伝いをしているという生徒の伐倒は
すでにベテラン級！

プロセッサ操作研修。
ゲームのように？どんどん操作が上達した生徒もいた

ワイヤーロープの玉掛けを担当する生徒は大変だったスイン
グヤーダ体験
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高校生等の林業就業体験等

作
業
道
が
狭
く
難
し
そ
う
で
し
た
が
、

プ
ロ
セ
ッ
サ
と
同
様
に
す
ぐ
に
コ
ツ
を

つ
か
ん
だ
よ
う
で
楽
し
み
な
が
ら
操
作

し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
生
徒
代
表
か
ら
の
感
想
と
講

師
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
き
、
集
合
写

真
を
撮
影
し
て
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
の
実
施
に

際
し
、
事
故
も
な
く
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
丁
寧
に
指
導
い
た
だ
い
た
指
導
者
の

方
々
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

林
業
関
係
者
と
タ
ッ
グ
を 

組
ん
で
こ
れ
か
ら
も

　

今
回
の
研
修
を
終
え
て
、
生
徒
の
１

人
当
た
り
の
研
修
時
間
が
短
く
な
っ
て

し
ま
い
物
足
り
な
い
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
も
の
の
、
生
徒
か
ら
は
「
楽
し

か
っ
た
」
や
「
ま
た
や
り
た
い
」
と
い

っ
た
肯
定
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
研
修
前
に
、
林
業
に
関
わ
る
仕
事
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
？
」
と

い
う
質
問
に
は
、
32

名
中
21
名
が
「
思
っ

て
い
な
か
っ
た
」
と

答
え
、
そ
の
21
名
の

う
ち
「
今
回
の
研
修

後
に
、
将
来
林
業
に

関
わ
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
い
ま
し
た

か
？
」
と
い
う
質

問
に
は
、「
思
っ
た
、

あ
る
程
度
思
っ
た
」

が
17
名
と
、
こ
れ
ま

で
林
業
へ
の
興
味
が

な
か
っ
た
生
徒
に
対

し
て
も
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
、
１
年
生
の
早
い
段
階
か

ら
林
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う

な
内
容
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
担
い
手

不
足
は
深
刻
な
課
題
で
す
が
、
一
方
で

当
地
域
に
は
各
林
研
グ
ル
ー
プ
を
は
じ

め
、
多
く
の
林
業
事
業
体
や
関
係
団
体

が
あ
り
、
心
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ

り
ま
す
。
当
協
議
会
と
し
て
は
、
林
業

後
継
者
の
育
成
に
向
け
て
魅
力
あ
る
研

修
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域

の
貴
重
な
〝
人
財
〟
を
林
業
の
世
界
へ

つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
、
各
林
研
グ

ル
ー
プ
や
林
業
関
係
者
と
と
も
に
精
力

的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

＊
ま
と
め 

球
磨
地
区
普
及
・
林
研
グ
ル
ー
プ 

連
絡
協
議
会 

事
務
局　

山
部
貴
史

フォワーダ操作は、荷上げ、走行、荷下ろしに挑戦

研修終了！
プロセッサの前で集合写真
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事

例
高校生等の林業就業体験等＋出前型授業

地
域
林
業
を
守
る  

高
校
生
の
後
継
者
育
成 

１
～
３
年
生
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、 

ブ
ナ
林
、高
性
能
林
業
機
械
研
修

北
信
州
の
森
林
と
家
を
つ
な
ぐ
会［
長
野
県
］

﻿

て
お
り
、
な
か
な
か
直
接
作
業
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
会
の
主
な
活
動
は
小
中
高
校
生

を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
体
験

に
よ
る
研
修
等
が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
多
忙
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
会
の
運
営
は
地
道
に

進
め
て
い
ま
す
。

19
年
続
く 

農
林
高
校
へ
の
指
導

　

全
林
研
に
よ
る
林
業
後
継
者
養
成
事

業
で
の
長
野
県
下
高
井
農
林
高
等
学
校

（
以
下
、下
高
井
農
林
高
校
）
の
指
導
も
、

平
成
18
年
か
ら
続
け
て
お
り
、
今
年
で

19
年
と
な
り
ま
す
。

　

当
校
に
つ
い
て
少
し
触
れ
ま
し
ょ
う
。

２
年
前
の
令
和
４
年
度
の
本
活
動
事
例

集
で
は
、
下
高
井
農
林
高
校
の
グ
リ
ー

北
信
州
の 

家
・
山
・
ま
ち
づ
く
り

　

当
会
は
長
野
県
北
部
の
北
信
地
域

（
中
野
市
、
飯
山
市
、
山
ノ
内
町
、
木

島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
、
栄
村
）
を
活

動
地
域
と
し
て
、
北
信
州
の
自
然
素
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
健
康
的
で
丈

夫
な
家
づ
く
り
と
、
森
林
整
備
に
よ

り
健
全
で
丈
夫
な
山
づ
く
り
を
促
進
し
、

自
然
豊
か
な
北
信
州
の
ま
ち
づ
く
り
を

創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
北
信
地
域
の
林
業
団
体
を
取

り
ま
と
め
る
高
水
林
業
協
議
会
の
林
業

グ
ル
ー
プ
部
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
当
時
は
メ
ン
バ
ー
も
40
代
と
若

く
森
林
整
備
等
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
60
代
と
な
っ
た
現

在
で
は
皆
が
重
責
を
担
う
立
場
に
就
い

ドローン操縦方法を教わる１年生
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高校生等の林業就業体験等＋出前型授業

ン
デ
ザ
イ
ン
科
に
森
林
活
用
コ
ー
ス
と

地
域
資
源
活
用
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

幅
な
学
科
再
編
が
行
わ
れ
、
現
在
、
新

学
科
と
し
て
「
地
域
創
造
農
学
科
」
１

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
コ
ー
ス
共
通
で
、
２
年

生
と
３
年
生
で
は
、「
産
業
創
造
コ
ー

ス
（
農
業
・
園
芸
系
、
畜
産
・
動
物
系
、

食
品
・
調
理
系
、
家
政
・
栄
養
系
）」
と
、

「
環
境
創
造
コ
ー
ス
（
林
業
・
森
林
系
、

土
木
系
、
造
園
系
、
観
光
系
）」
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

新
学
科
で
は
、
１
年
生
は
地
域
学
習

と
し
て
風
土
・
文
化
・
産
業
に
つ
い
て

学
ぶ
「
北
信
州
学
」
や
、
地
域
連
携
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
あ
り
、
２
、

３
年
生
で
は
担
い
手
育
成
に
向
け
た
現

場
実
習
へ
と
導
く
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
で
行
う
研
修
は
、「
北
信
州
学
」

の
一
環
で
あ
り
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
関
連
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、「
下
高
井
農
林
高
等

学
校
地
域
連
携
推
進
協
議
会
」
が
設
け

ら
れ
、
私
も
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。

１
年
生 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修

　

１
年
生
（
60
名
程
度
）
に

は
林
業
系
の
関
心
を
深
め
る

た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
と
し
て
、

ド
ロ
ー
ン
計
測
に
つ
い
て
の

講
義
と
操
縦
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
は
北
信

州
森
林
組
合
に
指
導
を
委
託

し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
、
初
め
に
資
料
に

よ
り
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
事
例

の
説
明
を
受
け
、
森
林
施
業

の
成
果
確
認
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
デ
ー

タ
や
資
源
量
解
析

デ
ー
タ
の
活
用
、

枯
損
木
調
査
、
オ

ル
ソ
画
像
の
作
成

方
法
な
ど
を
学
び

ま
す
。
ま
た
、
ド

ロ
ー
ン
に
関
す
る

法
令
と
飛
行
ル
ー

ル
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

３
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
、
ド
ロ
ー
ン
３

機
を
使
っ
て
操
縦

体
験
を
行
い
ま

す
。
最
初
は
も
じ

も
じ
し
て
い
ま
す

が
、
慣
れ
て
く
る

と
ド
ロ
ー
ン
を
見

え
な
く
な
る
ほ
ど
高
く
飛
ば
す
生
徒
も

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、

森
林
・
林
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

コ
ー
ス
選
択
で
環
境
創
造
コ
ー
ス
に
進

ん
で
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

［
全
林
研
に
よ
る
出
前
型
授
業
］ 

現
場
の
林
業
・ 

ス
マ
ー
ト
林
業
を
学
ぶ

　

今
年
度
は
、
当
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
に

先
立
ち［
全
林
研
に
よ
る
出
前
型
授
業
］

と
し
て
ス
マ
ー
ト
林
業
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
栃
木
県
の
有

限
会
社
高
見
林
業
専
務
取
締
役
の
齋
藤

州く
に
お生

さ
ん
が
派
遣
さ
れ
、
林
業
の
基
礎

知
識
か
ら
ス
マ
ー
ト
林
業
、
自
社
で
の

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
事
例
や
下
刈
り
省
力

化
の
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
場
人
の
実
践
に
基
づ
い
た
講
座
は
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
新
鮮

操縦体験。慣れてくると、高く飛ばすことができる生徒も

全林研による出前型授業。
林業の基礎やスマート林業など、講座内容は多岐にわたった
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で
、
皆
が
真
剣
に
聞
き
入

っ
て
お
り
ま
し
た
。

２
年
生 

地
域
林
業
の
基
・ 

ブ
ナ
林
研
修

　

環
境
創
造
コ
ー
ス
の
２

年
生
に
は
、
地
域
の
山
林

や
林
業
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
ブ
ナ
林
の
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
べ
く

ら
高
原
森
の
家
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
案
内
で
鍋

倉
山
周
辺
を
観
察
し
ま
し

た
。

　

昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
40
年
代
後
半

に
か
け
て
、
当
地
域
は
ブ
ナ
等
の
広
葉

樹
の
一
大
産
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

広
葉
樹
の
ほ
か
、
ツ
ガ
や
モ
ミ
な
ど
の

針
葉
樹
も
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
長

野
電
鉄
の
信
州
中
野
駅
を
取
り
囲
む
よ

う
に
飯
山
営
林
署
の
貯
木
場
や
い
く
つ

も
の
製
材
所
が
あ
り
ま
し
た
。

飯
山
線
の
飯
山
駅
周
辺
も
同
様

で
し
た
。
ま
た
、
中
野
市
に
は
、

生
産
さ
れ
た
ブ
ナ
を
利
用
し
て

ベ
ニ
ヤ
工
場
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

工
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
北
信
地
域
に
は
製

材
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
総
人
口
８
万
人
程
度
の
地

域
に
、
人
工
乾
燥
機
を
持
つ
製

材
所
が
２
ヵ
所
も
あ
る
の
は
、

過
去
に
製
材
が
盛
ん
だ
っ

た
こ
と
の
名
残
で
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
う
し
た
地
域
林
業
の

基
と
な
っ
た
ブ
ナ
林
を
学

習
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

こ
の
ブ
ナ
林
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ブ
ナ
の
巨
人

と
言
わ
れ
た
「
森
太
郎
」

の
倒
伏
地
を
訪
れ
る
な
ど

し
ま
し
た
。

３
年
生 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と 

林
業
機
械
体
験
研
修

①�

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

づ
く
り

　

３
年
生
に
は
職
業
選
択

の
た
め
に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
の
取
り
扱
い
に
少
し
で

も
慣
れ
て
も
ら
お
う
と
、

プ
ロ
を
招
い
て
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
づ
く
り
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

21
名
の
生
徒
が
い
ま
し
た

が
、
割
り
振
ら
れ
た
予
算

も
あ
り
、
10
名
に
絞
っ
て

行
わ
れ
、
午
前
、
午
後
の

講演する高見林業専務取締役の齋藤州生さん

推定樹齢 400 年以上と言われたブナ「森太郎」の
倒伏跡を観察した

それぞれのクマを前に達成感の笑顔
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高校生等の林業就業体験等＋出前型授業

１
日
か
け
て
の
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
怖
が
っ
て
腰
が
引
け
て
い
る

生
徒
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
午
後
に

な
る
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱
い
に
も
慣

れ
て
き
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
で
制
作

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
が
多
か
っ

た
で
す
。

　

今
年
は
ク
マ
を
作
り
ま
し
た
。
出
来

上
が
り
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
表
れ
、

ど
の
作
品
も
誰
が
見
て
も
ク
マ
と
わ
か

る
立
派
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
つ
く
り

上
げ
た
達
成
感
を
味
わ
い
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
操
作
に
親
近
感
を
覚
え
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

②�

フ
ォ
ワ
ー
ダ
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
、�

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
操
縦

　

３
年
生
の
も
う
１
つ
の
研
修
で
あ
る

高
性
能
林
業
機
械
操
縦
体
験
に
は
、
21

名
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
伐
倒

作
業
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
見

た
こ
と
も
あ
り
生
徒
全
員
が
驚
い
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
名
ず
つ
の
３
班

に
分
か
れ
て
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
グ
ラ
ッ

プ
ル
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
積
み
込
み
と
荷

下
ろ
し
作
業
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
使
っ
て

の
枝
払
い
造
材
作
業
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー

ダ
に
よ
る
集
材
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

土
木
系
を
目
指
す
生
徒
た
ち
に
は
、
ど

の
機
械
の
操
縦
も
手
馴
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。

　

21
名
と
多
か
っ
た
た
め
、
全
員
が
す

べ
て
を
操
縦
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、

予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
し
た

が
、
生
徒
た
ち
は
満
足
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

後
継
者
育
成 

継
続
す
る
こ
と
の
意
義

　

下
高
井
農
林
高
校
で
は
、
こ
の
研
修

を
通
じ
て
地
元
森
林
組
合
の
ほ
か
、
林

業
事
業
体
へ
の
就
職
や
長
野
県
林
業
大

学
校
へ
進
学
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
後

継
者
育
成
と
し
て
の
実
績
を
残
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
生
徒
１
名
が
地
元
森
林
組

合
を
希
望
し
就
職
が
決
ま
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
年
生

で
は
、
女
子
生
徒
１
名
が
春
秋
２

回
計
５
日
間
、
北
信
州
森
林
組
合

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
講
す

る
な
ど
、
本
事
業
に
よ
る
成
果
は

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

地
域
林
業
の
後
継
者
育
成
に
と

っ
て
、
本
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

は
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
今
後
も

継
続
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

＊
ま
と
め 

事
務
局
長　

田
中　

忠

ハーベスタによる枝払い造材作業

スイングヤーダによる集材作業
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事

例
高校生等の林業就業体験等＋出前型授業

未
来
の
林
業
を
支
え
る
若
い
力
！ 

地
域
林
業
を
盛
り
上
げ
る
体
験
研
修

門か
ど
が
わ川

町ち
ょ
う

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会［
宮
崎
県
］

﻿

美
郷
町
、
諸
塚
村
、
椎
葉
村
を
含
め
、

林
業
が
盛
ん
な
耳
川
流
域
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
流
域
は
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
る
森
林
組
合
が
あ

り
、
多
く
の
林
業
事
業
体
、
原
木
市
場
、

製
材
工
場
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

が
あ
る
ほ
か
、
将
来
の
林
業
の
担
い
手

を
養
成
す
る
み
や
ざ
き
林
業
大
学
校
も

林
業
中
心
地
・
門
川
町
と 

門
川
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

　

門
川
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
（
以
下
、
門
川
林
研
）
は
、
平
成

７
年
に
設
立
し
、
林
業
従
事
者
を
中
心

に
、
会
社
員
や
建
設
業
、
大
工

な
ど
の
会
員
17
名
で
構
成
さ
れ
、

平
均
年
齢
は
30
歳
と
比
較
的
若

い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

門
川
林
研
の
活
動
拠
点
で
あ

る
門
川
町
は
宮
崎
県
の
北
部
に

位
置
し
、
日ひ
ゅ
う
が
な
だ

向
灘
に
面
し
て
お

り
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
釣
り
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア

ウ
ト
ド
ア
が
楽
し
め
る
風
光
明

媚
な
町
で
す
。

　

ま
た
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
の

び
の
び
と
暮
ら
せ
る
一
方
、
隣
接
す
る

延
岡
市
と
日
向
市
に
も
近
い
た
め
、
マ

イ
カ
ー
が
あ
れ
ば
暮
ら
し
に
困
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

森
林
面
積
は
９
９
３
６
ha
、
森
林
率

は
83
％
。
こ
の
う
ち
民
有
林
面
積
は

９
９
２
０
ha
で
、
人
工
林
率
は
46
％
と

豊
か
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
近
隣
の

ドローン活用事例の説明に、
集中してパソコン画面を見る生徒たち

林道沿いの草刈り作業の様子
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高校生等の林業就業体験等＋出前型授業

あ
り
、
宮
崎
県
の
中
心
的
な
林
業
地
域

で
す
。

　

門
川
林
研
で
は
、
設
立
以
来
、
林
業

先
進
地
へ
の
視
察
研
修
会
や
勉
強
会
を

実
施
す
る
ほ
か
、
林
道
沿
い
の
草
刈
り

や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
林
業
体
験
研

修
、
町
産
業
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た
木
工

教
室
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
林
研
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
か
ら
後
輩
へ 

林
業
と
高
校
生
を
つ
な
げ
て

　

門
川
林
研
の
活
動
に
お
い
て
、
担
い

手
育
成
と
し
て
、
未
来
の
林
業
を
支
え

る
若
い
力
の
養
成
の
柱
と
な
る
の
が
、

宮
崎
県
立
門
川
高
等
学
校
（
以
下
、
門

川
高
校
）
で
の
林
業
就
業
体
験
（
以
下
、

林
業
体
験
研
修
）
で
す
。
平
成
18
年
度

か
ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
高
性
能
林
業

機
械
を
用
い
た
林
業
体
験
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

門
川
高
校
は
、
宮
崎
県
内
で
は
唯
一

の
林
業
を
学
べ
る
高
校
で
す
。
総
合
学

科
の
栽
培
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
で
「
森
林
科

学
」
の
必
須
科
目
が
あ
り
、
そ
の
後
、

林
業
を
専
攻
し
た
２
年
生
、
３
年
生
に

対
し
て
、「
林
産
物
利
用
」
と
「
総
合

学
習
」
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

門
川
高
校
で
活
動
す

る
き
っ
か
け
は
、
会
員

の
多
く
が
門
川
高
校
の

卒
業
生
で
、
当
時
の
門

川
林
研
会
長
が
門
川
高

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

務
め
て
い
た
こ
と
か

ら
、「
後
輩
た
ち
（
高

校
生
）
に
林
業
の
楽
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
！
」、「
林
業
へ
の
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
！
」、「
林
業
と
門
川

高
校
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
！
」
と
の

熱
い
想
い
を
当
時
の
校
長
先
生
が
受
け

止
め
、
門
川
高
校
で
の
林
業
体
験
研
修

が
実
現
し
ま
し
た
。
以
降
、
継
続
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

ド
キ
ド
キ
の 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
グ
ラ
ッ
プ
ル
・ 

プ
ロ
セ
ッ
サ
体
験

　

令
和
６
年
度
は
、
12
月
25
日
（
火
）

に
門
川
高
校
の
実
習
広
場
で
２
年
生
を

対
象
に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
林
業
機
械

操
作
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
グ
ラ
ッ
プ

ル
１
台
と
プ
ロ
セ
ッ
サ
１
台
を
据
え
て
、

事
前
準
備
と
し
て
会
員
の
所
有
山
林
か

ら
切
り
出
さ
れ
た
ス
ギ
４
ｍ
材
を
数
十

本
運
び
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た

ち
に
安
全
で
楽
し
い
研
修
に
し
て
も
ら

う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
た
め
、

入
念
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
を
会

員
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
体
験
研
修
の
時
間
で
す
！

　

23
名
の
生
徒
が
広
場
に
集
合
し
、
会

員
の
自
己
紹
介
の
後
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
グ

まずは、会員や生徒同士が協力して防護服を着用

玉切りの研修。マンツーマンで指導を受ける
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ラ
ッ
プ
ル
、
プ
ロ
セ

ッ
サ
の
機
械
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
班
、グ
ラ
ッ
プ
ル
・

プ
ロ
セ
ッ
サ
班
に
分

か
れ
て
操
作
研
修
で

す
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

操
作
研
修
で
は
、
始

動
方
法
か
ら
玉
切
り

ま
で
の
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
防
護
服

の
着
用
で
す
。
防
護

服
は
厚
み
が
あ
り
重

た
い
た
め
、
着
用
に

時
間
の
か
か
る
生
徒

が
多
数
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
会
員
や
生

徒
同
士
が
協
力
し
合

い
、
防
護
服
の
ベ
ル

ト
を
締
め
れ
ば
準
備

は
完
了
で
す
。

　

そ
の
後
、
防
護
服

の
機
能
に
つ
い
て

説
明
を
し
ま
し
た
。

万
一
、
ソ
ー
チ
ェ
ー

ン
が
体
に
触
れ
て
も

防
護
服
の
繊
維
が
絡
ま
る
こ
と
で
、
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
の
動
き
が
止
ま
る
こ
と
を

説
明
す
る
と
、
驚
い
た
表
情
を
見
せ
る

生
徒
や
「
本
当
に
そ
う
な
の
か
？
」
と

疑
問
に
感
じ
て
い
る
生
徒
な
ど
反
応
は

様
々
で
し
た
。

　

次
に
玉
切
り
研
修
で
す
。
最
初
は
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
る
こ
と
に
苦
労
す
る
生

徒
や
、
緊
張
で
力
ん
で
し
ま
い
、
な
か

な
か
上
手
く
切
れ
な
い
生
徒
が
多
く
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
会
員
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
の
丁
寧
な
指
導
を
受
け
、
再
度
挑
戦

し
て
み
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
を
一
発
で
か

け
る
こ
と
や
木
材
を
ま
っ
す
ぐ
き
れ
い

に
切
る
こ
と
に
成
功
す
る
生
徒
が
増
え

ま
し
た
。
作
業
の
開
始
時
に
聞
こ
え
て

い
た
「
難
し
い
！
」
な
ど
の
声
か
ら
、

徐
々
に
「
楽
し
い
！
」「
面
白
い
！
」

と
い
う
声
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ッ
プ
ル
の
操
作
研
修
で
は
、
木

材
を
つ
か
み
、
回
転
さ
せ
て
横
に
移
動

さ
せ
る
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は

ス
ム
ー
ズ
に
操
縦
で
き
る
生
徒
が
多
く
、

操
作
に
慣
れ
た
ら
「
楽
し
い
」
と
い
う

生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

プ
ロ
セ
ッ
サ
の
操
作
研
修
で
は
、
木

材
を
つ
か
み
、
適
度
な
長
さ
に
玉
切
り

作
業
を
行
い
ま
す
。
木
材
を
つ
か
も
う

と
す
る
と
ヘ
ッ
ド
が
ぶ
ら
ん
と
大
き
く

揺
れ
、
苦
戦
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

つ
か
ん
で
、
切
っ
て
、
積
む
と
い
う
一

見
簡
単
な
作
業
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

い
ざ
体
験
し
て
み
る
と
、
非
常
に
操
作

が
難
し
く
生
徒
た
ち
は
四
苦
八
苦
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。
し
か
し
一
連
の
体

験
を
終
え
、「
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
」
と
、
生
徒
た
ち
は
操
作
で
き

た
こ
と
へ
の
達
成
感
で
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

［
全
林
研
に
よ
る
出
前
型
授
業
］ 

ド
ロ
ー
ン
を
学
ぶ

　

今
回
の
研
修
で
は
、
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
［
全
林
研
に
よ
る
出
前
型

授
業
］
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
師
と
し
て
全
国
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
副
会
長
の
黒
田

仁ま
さ
し志
さ
ん
、
美
郷
町
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
会
長
の
中
田
昂こ
う
き希
さ
ん
に
よ
る
講
座

で
す
。
題
目
は
「
林
業
に
お
け
る
ド
ロ

ー
ン
の
活
用
事
例
」。
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
地
形
や
境
界
を
簡
単
に
把
握
す
る

こ
と
で
、
森
林
調
査
の
効
率
化
や
森
林

資
源
情
報
の
精
度
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
事
例
を
紹
介
す
る

グラップル体験。スムーズに操作できる生徒が多かったプロセッサ体験では四苦八苦！
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高校生等の林業就業体験等＋出前型授業

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
ぎ
ゅ
っ
と
集

ま
り
、
生
徒
た
ち
は
中
田
さ
ん
の
説
明

を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

生
徒
へ
の
聞
き
取
り
と 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

林
業
体
験
研
修
後
、
生
徒
に
感
想
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
つ
い
て
は
、「
防

護
服
が
重
く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
切
る

の
が
楽
し
か
っ
た
」「
切
っ
て
い
る
時

に
木
の
良
い
香
り
が
し
た
」「
某
漫
画

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
で
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
感
想
も
あ
り
ま

し
た
。

　

グ
ラ
ッ
プ
ル
と
プ
ロ
ッ
セ
ッ
サ
の
操

作
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、「
グ

ラ
ッ
プ
ル
の
操
作
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

た
」
に
対
し
、「
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
レ
バ

ー
や
ボ
タ
ン
が
多
く
、
複
雑
で
難
し

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
で
す
。

そ
の
ほ
か
、「
研
修
は
緊
張
し
た
け
ど

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声
も

聞
け
ま
し
た
。

　
「
将
来
ど
の
よ
う
な
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
の

問
い
に
、「
林
業
会
社
の
職
員
や

木
材
加
工
・
流
通
会
社
等
の
職
員
」

と
い
う
生
徒
が
10
名
弱
（
複
数
回

答
可
）
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
回
の
研
修
が
将
来

の
た
め
に
役
立
ち
ま
し
た
か
」
の

問
い
に
は
、「
大
変
役
立
っ
た
、

あ
る
程
度
役
立
っ
た
」
が
１
０
０

％
で
し
た
。

　

会
員
一
同
、
熱
心
に
取
り
組
ん

で
き
た
価
値
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

門
川
高
校
に
よ
る
と
、
過
去
10

年
間
の
生
徒
の
こ
れ
ま
で
の
進
路

は
、
林
業
会
社
２

名
、
森
林
組
合
４

名
、
木
材
産
業
会
社
10

名
、
苗
木
業
者
１
名
で

す
。
ま
た
、
新
し
い
進

路
先
と
し
て
令
和
元
年

度
に
開
校
し
た
林
業
大

学
校
に
６
名
進
ん
で
い

ま
す
（
表
）。

林
業
を 

盛
り
上
げ
る 

若
い
力
を
応
援

　

長
年
続
け
て
き
た
こ

の
活
動
は
、
来
年
度
で

20
周
年
目
を
迎
え
ま
す
。
当
該
活
動
に

よ
り
、
生
徒
が
林
業
に
興
味
を
持
つ
き

っ
か
け
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
と
自

負
し
て
お
り
、
門
川
高
校
か
ら
も
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
林
業
体
験
学
習
を
通
し
て
林

業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
将
来
一

緒
に
門
川
町
の
林
業
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
若
い
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

＊
ま
と
め 

門
川
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ 

連
絡
協
議
会　

事
務
局

黒田副会長の話を聴く生徒たち

生徒から研修の感想を聞く

製材 木材加工

計

卒業年度 林業会社 森林組合 木材産業会社 林業大学校 苗木業者 生徒数（人）

表　門川高校の林業関係への卒業生進路先（過去 10 年間）
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45　かくし

山
づ
く
り
　
人
づ
く
り
　
も
の
づ
く
り
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

第
２
部
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事

例
私たちのチャレンジ！

﻿

大
田
市
林
友
会［
島
根
県
］

「
ヨ
ロ
イ
マ
ツ
」遺
伝
子
の
保
存
に
か
け
る
夢

市
民
と
と
も
に 

歩
ん
で
き
た
活
動

　

大
田
市
は
、
島
根
県
の
東
西
の
中
心

部
に
位
置
し
、
面
積
４
万
３
０
０
０
ha

人
口
３
万
３
０
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な

市
で
す
。
当
市
の
世
界
遺
産
「
石
見
銀

山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
は
地
域

の
宝
で
あ
り
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界

に
誇
れ
る
地
域
資
源
で
す
。

　

大
田
市
林
友
会
は
昭
和
40
年
に
発
足

し
、
現
在
の
会
員
数
は
男
性
32
名
、
女

性
５
名
の
計
37
名
。
近
年
、
林
業
に
関

心
を
持
つ
女
性
や
若
い
男
性
と
い
っ
た

人
た
ち
の
入
会
も
あ
り
、
先
行
き
は
明

る
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
「
学
習
机
の
天

板
寄
贈
」
が
あ
り
ま
す
。
市
産
材
ア
カ

マ
ツ
を
地
元
業
者
が
学
習
机
の
天
板
と

し
て
加
工
し
た
も
の
を

市
内
の
小
中
学
校
に
40

枚
を
寄
贈
し
、
森
林
学
習
も
行
い
ま
し

た
。
ま
た
荒
廃
森
林
対
策
と
し
て
「
竹

林
整
備
と
お
楽
し
み
活
動
（
竹
炭
づ
く

り
と
竹
筒
ご
飯
づ
く
り
）」
を
市
民
参

加
型
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
中

で
、
今
回
は
ヨ
ロ
イ
マ
ツ
の
遺
伝
子
保

存
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ヨ
ロ
イ
マ
ツ
」
の
発
見

　

ヨ
ロ
イ
マ
ツ
は
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ

マ
ツ
の
混
種
で
独
特
な
特
徴
を
持
っ
た
、

全
国
の
み
な
ら
ず
世
界
を
探
し
て
も
大

机
の
天
板
寄
贈

ヨロイマツの発見

接ぎ木による遺伝子の保存。クロマツ（抵抗性）の２年生の
台木を使用
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私たちのチャレンジ！

田
市
内
の
み
で
見
ら
れ
る
極
め
て
貴
重

な
在
来
種
の
マ
ツ
で
す
。
か
つ
て
は

た
く
さ
ん
自
生
し
て
い
て
、
建
築
用
材

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
で
、
す
で
に
自

生
し
て
い
な
い
と
諦
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
平
成
５
年
に
偶
然
、
３

本
の
生
存
す
る
ヨ
ロ
イ
マ
ツ
を
確
認
し

ま
し
た
。
し
か
し
数
年
前
に
マ
ツ
ク
イ

ム
シ
被
害
で
２
本
は
枯
損
し
、
残
り
１

本
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
令

和
２
年
に
新
た
な
生
存
木
を
１
本
確
認

し
、
現
在
確
認
で
き
て
い
る
生
存
木
は

２
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ロ
イ
マ
ツ
に
は
大
き
く
２
つ
の
特

徴
が
あ
り
、
第
１
に
樹
皮
の
下
側
が
反

り
返
り
、
鎧よ
ろ
いの
草
ず
り
の
よ
う
な
鱗り
ん
ぺ
ん片

が
幹
の
周
り
を
一
周
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
そ
の
よ
う
な
鱗
片
が
木
の
上
に
む

か
っ
て
何
段
に
も
形
成
す
る
、
ま
る
で

ヨ
ロ
イ
を
想
像
さ
せ
る
樹
皮
で
す
。
第

２
の
特
徴
は
、
製
材
す
る
と
板
目
の
面

に
美
し
い
複
雑
な
杢
目
が
現
れ
る
こ
と

で
す
。

ヨ
ロ
イ
マ
ツ
の 

復
活
に
向
け
て

　

残
っ
た
２
本
の
天
然
ヨ
ロ
イ

マ
ツ
を
是
が
非
で
も
後
生
に
残

す
た
め
、
所
有
者
の
理
解
を
得

て
数
年
お
き
に
松
く
い
虫
被
害

予
防
薬
剤
の
注
入
や
周
辺
の
不

要
木
除
去
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
接
ぎ
木

に
よ
る
遺
伝
子
の
保
存
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
着
し
た
苗
は
会

員
に
配
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
山
に
植
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
余
裕
が
あ
れ

ば
希
望
者
に
頒
布
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
立
緑
化
セ
ン

タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
こ

れ
ま
で
に
２
６
０
本
を
育

て
て
き
ま
し
た
。
台
木
は

ク
ロ
マ
ツ
（
抵
抗
性
）
の

２
年
生
を
使
用
し
、
穂
木

は
接
ぎ
木
で
育
て
た
ヨ
ロ

イ
マ
ツ
か
ら
採
っ
て
い
ま

す
。
接
ぎ
木
は
割
り
接
ぎ

に
よ
り
行
い
、
形
成
層
を

う
ま
く
合
わ
せ
る
た
め
に
接
触
面
が
動

か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
し
か
し
、
毎
年
50
本
程
度
を
接

ぎ
木
し
て
、
う
ま
く
活
着
す
る
の
は
10

本
程
度
で
す
。
全
滅
の
年
も
あ
り
、
さ

ら
な
る
技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
大
田
市
林
友
会
は
、
こ
の
よ

う
な
希
少
な
ヨ
ロ
イ
マ
ツ
が
見
事
に
奇

跡
の
復
活
を
遂
げ
た
と
、
大
き
な
声
で

誇
ら
し
く
発
表
で
き
る
日
を
夢
見
て
、

日
々
遺
伝
子
保
存
の
研
さ
ん
を
積
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

＊
ま
と
め

会
長　

和
田
秀
夫

見事な年輪が現れているヨロイマツの長押

作業路開設地における皆伐山林での高性能林業機械作業の現地視察

大田市林業祭へ出店
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﻿

武
内
町
親
林
会［
佐
賀
県
］

子
ど
も
も
山
主
さ
ん
も 

森
林
へ
の
関
心
を
！

山
を
愛
す
る 

メ
ン
バ
ー
が
結
集

　

武
雄
市
の
武
内
町
は
、
佐
賀

県
の
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、

町
の
面
積
は
約
25
㎢
、
人
口
は

約
２
７
０
０
人
の
小
さ
な
町
で

す
。
こ
の
町
で
活
動
し
て
い
る

武
内
町
親
林
会
は
、
平
成
５
年

３
月
に
発
足
し
、
31
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
発
足
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
平
成
３
年
９

月
に
九
州
北
部
を
襲
っ
た
台
風

17
・
19
号
に
よ
る
甚
大
な
森
林

被
害
で
す
。
私
た
ち
の
住
む
武

内
町
の
森
林
も
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
、「
こ
の
ま
ま
で
は
地

域
の
山
が
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ど

げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
森
林
被
害
の
復
旧
に
向
け
て
行

動
を
起
こ
そ
う
と
、
山
を
愛
す
る
メ
ン

バ
ー
が
結
集
し
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
数
は
14
名
で
、
地
域
の

森
林
環
境
の
保
全
と
良
質
な
木
材
の
生

産
の
た
め
に
、
意
欲
的
に
活
動
し
て
い

間伐展示林での説明

山
を
愛
す
る
メ
ン
バ
ー　
「
武
内
町
親
林
会
」

ノコギリで丸太切りを体験

伐倒実演で山の作業の雰囲気を体感 木の伐り方などについて説明
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私たちのチャレンジ！

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
森
林
へ
の 

関
心
を
深
め
て
も
ら
う

　

最
近
、
私
た
ち
が
特
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

 
全
国
的
な
問
題
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
森
林
へ
の
関
心
の
薄
れ
や
後
継

者
不
足
な
ど
か
ら
、
武
内
町
で
も
手
入

れ
不
足
の
森
林
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
身
近
に
あ
る
森

林
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
自
分
た
ち
の

お
父
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
た
ち
が
一
生

懸
命
に
森
林
を
育
て
て
き
た
こ
と
を
知

り
、
少
し
で
も
森
林
に
目
を
向
け
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
、
地
域
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
森
林
学
習
会
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
習
会
で
は
、
会
員
が
所
有
す
る
間

伐
モ
デ
ル
林
に
行
き
、
実
際
に
森
林
を

見
な
が
ら
山
の
手
入
れ
の
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

林
業
普
及
指
導
員
に
も
協
力
し
て
も
ら

い
伐
倒
実
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。
木
の
伐
り
方

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
と

と
も
に
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
音
や
木
が
倒
れ

る
音
、
衝
撃
な
ど
を
通

じ
て
、
山
の
手
入
れ

の
雰
囲
気
を
体
感
し
て

も
ら
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

実
際
に
ノ
コ
ギ
リ
を

使
っ
た
丸
太
切
り
体
験

も
行
い
、
木
の
香
り
も

感
じ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

学
習
会
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

「
楽
し
か
っ
た
」「
と
て
も

よ
い
体
験
に
な
っ
た
」「
実

際
に
木
の
手
入
れ
を
し
て

み
た
い
」
な
ど
の
声
も
聞

か
れ
、
私
た
ち
林
研
メ
ン

バ
ー
も
大
変
う
れ
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。

所
有
者
の
森
林
へ
の 

関
心
を
呼
び
戻
す

　

地
域
の
森
林
所
有
者
の

み
な
さ
ん
に
も
、
も
っ
と

森
林
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
山
か
ら

の
恵
み
に
つ
い
て
再
認
識

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
の
も
と
、
林
業
普
及

指
導
員
の
協
力
も
得
な
が
ら
「
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
目
立
て
講
習
会
」
や
「
し
い
た

け
駒
打
ち
体
験
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
久
々
に
自
分
の

山
に
行
っ
て
み
る
か
！
」
と
い
っ
た
う

れ
し
い
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
講
習
会
を
き
っ
か
け
に
、
薄
れ
か
け

て
い
た
山
へ
の
関
心
を
取
り
戻
し
て
い

た
だ
く
方
が
、
少
し
ず
つ
で
も
増
え
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

武
内
町
親
林
会
で
は
、
今
後
と
も
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
、
発
展
さ
せ
、

手
入
れ
不
足
の
森
林
を
減
ら
し
て
豊
か

な
森
林
を
つ
く
り
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
地
域
の
森
林
づ
く
り
の
先

頭
に
立
っ
て
、
林
業
の
振
興
や
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

＊
ま
と
め

会
長　

古
賀
徹
之

「しいたけ駒打ち体験会」

「チェーンソー目立て講習会」
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﻿

津
山
町
林
業
研
究
会［
宮
城
県
］

建
築
学
科
の
高
校
生
に 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
提
供

「
津
山
ス
ギ
」
の 

一
大
産
地
で
活
動

　

宮
城
県
の
北
東
部
に
あ
る
登
米
市
津

山
町
は
、
森
林
面
積
が
総
面
積
の
８
割

を
占
め
（
５
６
０
０
ha
）、
人
工
林
率

は
75
％
に
達
し
ま
す
。
そ
の
９
割
が
ス

ギ
で
、
ブ
ラ
ン
ド
「
津
山
ス
ギ
」
の
一

大
産
地
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

　

津
山
町
林
業
研

究
会
は
、
昭
和
57

年
に
森
林
所
有
者

を
中
心
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
伐
採
搬
出
業

者
・
森
林
組
合
職
員
な
ど
の
素
材
生
産

者
や
木
炭
生
産
者
・
木
工
職
人
・
農
協

職
員
等
の
流
通
加
工
関
係
の
新
会
員
７

名
が
加
入
す
る
と
、
木
に
携
わ
る
人
た

ち
の
情
報
交
換
が
活
発
化
し
、
会
員
相

互
の
親
睦
が
進
み
ま
し
た
。
現
在
は
14

名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
林
研
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
産
業
体

験
・
食
育
・
自
然
体
験
・
環
境
学
習
等

を
通
じ
て
森
林
文
化
を
伝
え
る
こ
と
で
、

森
林
・
林
業
後
継
者
の
育
成
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

地
元
小
学
校
の
「
み
ど
り
の
少
年
団
」

に
対
し
、
林
間
を
利
用
し
た
ワ
サ
ビ
栽

培
の
現
地
見
学
・
食
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
「
市
民
参
加
の
新
た
な
森

林
づ
く
り
」
と
題
し
、
登
米
市
が
開
催

し
て
い
る
植
樹
祭
に
は
、
長
年
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

地
元
ス
ギ
材
で
建
築
物
を 

建
て
て
ほ
し
い

　

林
研
活
動
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め

に
、
木
材
需
要
や
価
格
の
低
迷
等
の
課

題
解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
津

山
の
ス
ギ
」
の
「
よ
き
需
用
者
（
消
費

者
）」
を
増
や
し
て
い
く
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
会
員
で
考
え
た
結
果
、

平
成
20
年
か
ら
、
あ
え
て
農
業
高
校
で

は
な
く
、
建
築
を
学
ぶ
工
業
高
校
生
を

市
有
地
の
原
野
を
森
林
に
戻
す
た
め

の
「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く

り
」（
植
樹
祭
）。

林
研
が
植
栽
方
法
な
ど
を
指
導
す
る

インターンシップで製材所を見学。いつか地元スギ
材の建築物を建ててほしい

ハーベスタによる伐倒・玉切りの見
学。普段使用する工業設備にはない
感触を体験
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タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

林
業
体
験
の
実
績
が
あ
っ
た
、
宮
城

県
古
川
工
業
高
校
に
好
意
的
に
受
け
て

も
ら
い
、
登
米
市
担
当
者
お
よ
び
県
の

地
域
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗
を

植
栽
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
に
対
す

る
単
木
防
除
等
を
し
ま
し
た
。
生
分
解

性
樹
脂
の
筒
を
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
に
被

せ
、
人
工
い
ぼ
竹
の
支
柱
で
保
持
す
る

と
い
う
簡
単
な
方
法
で
設
置
で
き
る
の

で
、
高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活

動
に
最
適
と
判
断
し
ま
し
た
。
植
栽
地

は
幹
線
道
路
に
沿
っ
た
市
有
林
な
の
で
、

市
に
お
い
て
施
工
コ
ス
ト
を
環
境
サ
ー

ビ
ス
が
吸
収
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
こ
に
、
現
代
病
の
ス
ギ

花
粉
症
対
策
の
た
め
少
花
粉
ス
ギ
コ
ン

テ
ナ
苗
を
植
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
７
月
20
日
に
は
２
年
生
40

名
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
前
年
に
先
輩
方

が
植
栽
し
た
少
花
粉
ス
ギ
に
つ
い
て
、

県
の
地
域
事
務
所
か
ら
品
種
な
ど
の
特

性
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
下

刈
り
作
業
の
注
意
点
を
林
研
メ
ン
バ
ー

が
説
明
し
、
実
際
に
下
刈
り
鎌
で
の
作

業
を
し
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
は
「
植

林
に
よ
り
環
境
改
善
が
さ
れ
る
こ
と
は
、

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
」
と
い
っ
た
感
想

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
ギ
は

樹
形
の
偏
奇
も
な
く
、
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ガ
も
な
く
、
適
切

に
下
刈
り
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
建
築
学
科
１
年
生
を

対
象
と
し
た
下
刈
り
や
ノ
コ
ギ
リ
に
よ

る
間
伐
体
験
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る

丸
太
切
り
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
伐

倒
・
玉
切
り
の
見
学
を
行
い
、
普
段
使

用
す
る
工
業
設
備
に
は
な
い
感
触
を
体

験
し
て
も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
建

築
学
科
で
あ
っ
て
も
木
材
と
し
て
成
長

す
る
ま
で
の
過
程
を
学
ぶ
機
会
が
現
状

で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
今
回
の
よ

う
な
体
験
は
非
常
に
意
義
が
あ
る
と
い

う
声
を
先
生
方
か
ら
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
将
来
、
生
徒
た
ち
が
こ
の
体
験
を

思
い
出
し
、
地
元
ス
ギ
材
を
活
用
す
る

建
築
物
を
建
て
る
人
材
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

後
継
者
育
成
の
手
応
え
を 

つ
か
む

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、

社
会
人
に
近
い
世
代
の
育
成
に
取
り
組

み
、
よ
り
具
体
的
に
後
継
者
育
成
の
手

応
え
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
教
え
る
側
か
ら
の
視
点
で

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
う

ち
に
学
校
側
か
ら
も
研
修
内
容
を
提
案

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
校
と
の
結
び

つ
き
が
深
く
な
っ
て
き
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
い
た
だ
い
た
提

案
も
組
み
入
れ
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
活
動
の
拡
大
・
充
実

に
努
め
、
農
業
・
水
産
業
等

と
の
連
携
も
視
野
に
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
後
継
者

育
成
の
道
を
模
索
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

事
務
局　

佐
々
木
寿
光

下刈り鎌を使って作業

小学生の林業学習で木炭生産者の話を聞く。ここの木炭
は牛タン屋に提供されている

小学生のワサビ栽培の現地見学・食育。ワサビだけの手
巻き寿司をおかわりしながら、笑顔で食べていた

25-01-379_r6事例集.indb   5125-01-379_r6事例集.indb   51 2025/03/07/金   20:00:112025/03/07/金   20:00:11



52

事

例
私たちのチャレンジ！

﻿

三み
よ
し次
市
森
林・
林
業
研
究
会［
広
島
県
］

竹
の
活
用
技
術
を
地
域
住
民
に
伝
授行

い
ま
し
た
。

　

チ
ッ
パ
ー
機
は
大
き
す
ぎ
な
い
サ
イ

ズ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
竹
は
も

ち
ろ
ん
直
径
15
㎝
程
度
の
雑
木
で
も

軽
々
と
粉
砕
し
、
チ
ッ
プ
に
し
て
い
き

復
活
！ 

「
山
仕
事
講
座
」

　

三
次
市
森
林
・
林
業
研
究
会
は
広
島

県
北
部
の
三
次
市
で
活
動
す
る
林
研
グ

ル
ー
プ
で
す
。
会
員
は
17
名
で
、
平
成

17
年
よ
り
市
民
を
対
象
と
し
て
始
め
た

「
山
仕
事
講
座
」
を
活
動
の
中
心
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
初
心
者
を
対
象

と
し
た「
山
仕
事
の
い
ろ
は
」か
ら「
天

然
キ
ノ
コ
の
採
種
会
」
や
「
災
害
用

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
講
習
会
」、

「
簡
易
搬
出
技
術
の
習
得
会
」
な
ど
毎

年
テ
ー
マ
を
決
め
て
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
開
催
を
見
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
「
山
仕
事
講
座
」
を
復

活
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
「
無
煙
炭
化
器

及
び
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
活
用
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
講
習

会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

竹
林
繁
茂
対
策
と 

地
域
資
源
の
活
用
を
目
指
し
て

　

竹
林
の
繁
茂
・
荒
廃
は
、
全
国
的
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の

地
域
で
も
活
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
竹
林

に
よ
る
景
観
悪
化
は
も
ち
ろ
ん
、
道
路

通
行
の
妨
げ
等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

三
次
市
で
は
「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く

り
県
民
税
」
を
財
源
に
竹
林
の
繁
茂
防

止
を
目
的
と
し
た
里
山
林
整
備
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
除
草
剤
に
よ
る
環
境

負
荷
へ
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

地
域
資
源
の
有
効
活
用
の
面
か
ら
「
無

煙
炭
化
器
を
活
用
し
た
竹
林
の
繁
茂
対

策
」
を
市
に
紹
介
し
、
市
民
へ
の
無
償

貸
与
が
可
能
な
無
煙
炭
化
器
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
習
会
の
対
象
者
は 

住
民
自
治
組
織

　

講
習
会
は
、
無
煙
炭
化
器
（
※
１
）

と
す
で
に
導
入
済
み
で

あ
っ
た
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー

（
※
２
）
の
活
用
を
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。
開
催
の

案
内
は
、
市
内
に
あ
る
18

の
住
民
自
治
組
織
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
、
無
煙
炭
化
器
／

ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
の
貸
し

出
し
窓
口
で
あ
る
地
元
森

林
組
合
に
行
い
、
15
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
座
学
で

林
研
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
無

煙
炭
化
器
の
使
用
法
を
紹

介
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
に
つ
い

て
地
元
の
林
業
機
械
販
売
会
社
か
ら
安

全
な
使
用
方
法
の
説
明
を
受
け
、
竹
林

整
備
地
で
チ
ッ
パ
ー
の
始
業
点
検
方
法
、

構
造
確
認
、
始
動
か
ら
緊
急
停
止
、
粉

砕
作
業
ま
で
を
参
加
者
全
員
で
実
際
に

無
煙
炭
化
器
の
説
明

※１無煙炭化器（M100 ／株式会社モキ製作所）
www.moki-ss.co.jp/burning/anthracite-equalizer
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ま
す
。
思
っ
た
よ
り
細
か

く
粉
砕
さ
れ
、
伐
採
後
に

集
積
し
て
あ
っ
た
竹
が
減

容
さ
れ
ま
し
た
。

　

無
煙
炭
化
器
に
つ
い
て

は
、
講
習
当
日
が
暖
冬
で

積
雪
も
な
く
強
風
下
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
た
め
作

業
を
断
念
し
、
代
わ
り
に

グ
ル
ー
プ
で
試
作
し
た
竹

炭
の
確
認
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
炭
焼
き
器
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
た
き
火

器
と
し
て
も
、
着
火
が
簡

易
で
よ
く
燃
え
る
優
秀
さ
に
つ
い
て
報

告
さ
せ
て
い
た
き
ま
し
た
。

◆

　

林
研
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

３
０
０
㎏
以
上
の
木
炭
生
産
が
で
き
る

大
型
窯
で
の
炭
焼
き
や
ド
ラ
ム
缶
炭
窯

の
作
成
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
無

煙
炭
化
器
で
の
講
習
は
、
林
研
と
し
て

活
動
の
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
は
否
め
ま
せ

ん
が
、
こ
の
炭
化
器
は
軽
量
で
ど
こ
に

で
も
運
び
や
す
い
上
に
、
着
火
か
ら
炭

化
、
消
火
に
至
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

ら
ず
簡
単
で
す
。
市
内
の
多
く
の
自
治

組
織
等
に
活
用
い
た
だ
き
、
竹
林
の
繁

茂
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
楽
し
い
た
き

火
の
機
会
提
供
や
地
域
資
源
と
し
て
の

竹
林
活
用
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

＊
ま
と
め

会
長　

新
見
文
章

無煙炭化器の燃焼の様子

※２ウッドチッパー（KCM152BL ／共立）
www.yamabiko-corp.co.jp/kioritz/products/category/detail/id=12377

できあがった竹炭

ウッドチッパーの説明と実際の操作体験

炭焼きのほか、たき火も楽しめる無煙炭化器
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﻿

千
葉
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会［
千
葉
県
］

継
続
15
年 

高
校
生
へ
の
間
伐
指
導

54

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、 

や
る
べ
き
こ
と

　

千
葉
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
（
以
下
、
当
会
）
は
、
会
員
の
所

有
林
に
お
け
る
森
林
の
手
入
れ
や
、
地

域
の
森
林
所
有
者
か
ら
の
森
林
整
備
の

請
負
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
考
え
な
が
ら
、
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
す
が
、
森
林
を
整
備
し

て
所
有
し
続
け
る
こ
と
で
、
森
林
の
多

面
的
機
能
を
保
ち
続
け
る
こ
と
以
外
に

も
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
自
分
た
ち

の
技
能
を
生
か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、

技
術
を
継
承
し
て
後
継
者
を
育
成
し
よ

う
と
、
県
内
で
唯
一
森
林
・
林
業
関
係

の
学
科
が
あ
る
県
立
君
津
青
葉
高
等
学

校
の
高
校
生
へ
の
技
術
指
導
を
15
年
前

か
ら
継
続
し
て
い
ま
す
。

指
導
に
お
け
る
工
夫

　

間
伐
体
験
に
参
加
す
る
生
徒
に
は
、

会
員
か
ら
森
林
の
仕
事
に
関
す
る
話
を

し
ま
す
。
近
年
で
は
高
校
を
卒
業
し
、

地
元
の
森
林
組
合
等
に
就
職
し
た
先
輩

に
も
声
を
か
け
、
生
徒
の
前
で
仕
事
に

つ
い
て
の
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

体
験
は
複
数
班
に
分
か
れ
て
実
施
し

ま
す
。「
伐
倒
・
玉
切
り
・
枝
打
ち
の
班
」

は
、
周
囲
の
班
か
ら
大
き
く
距
離
を
と

り
、
安
全
を
確
保
し
た
上
で
作
業
に
取

り
掛
か
り
ま
す
。
な
る
べ
く
伐
倒
の
難

易
度
の
低
い
木
を
選
定
す
る
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
難
易
度
が
高
そ
う
な
場
合
は
、

会
員
が
牽
引
具
を
伐
倒
木
に
設
置
し
て

か
ら
、
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

一
方
「
は
い
積
み
の
班
」
は
、
重
機

木
の
重
心
に
つ
い
て
の
指
導
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55

を
用
い
た
丸
太
の

移
動
や
は
い
積
み
、

林
内
作
業
車
を
用

い
た
集
材
作
業
を

体
験
し
ま
す
。
午

前
と
午
後
で
班
を

入
れ
替
え
て
、
生

徒
全
員
が
全
て
の

体
験
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
に
対
し

て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
っ
た
間
伐
を

教
え
る
の
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が

必
要
で
す
。
初
心
者
の
生
徒
に
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
持
た
せ
る
た
め
、
安
全
を
考

慮
し
、
生
徒
一
人
に
対
し
て
、
指
導
者

が
一
人
以
上
張
り
付
き
ま
す
。
ま
た
周

囲
の
状
況
の
確
認
や
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
指
導
の
補
助
者
も
設
置
し
て

い
ま
す
。
安
全
な
間
伐
指
導
の
た
め

に
は
、
か
な
り
の
人
数
を
要
す
る
た
め
、

当
会
の
会
員
に
呼
び
掛
け
、
県
内
各
地

の
会
員
が
集
ま
り
、
間
伐
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

教
え
る
側
に
も 

学
び
の
終
わ
り
は
な
い

　

間
伐
体
験
後
に
は
、
会
員
相
互
で
振

り
返
り
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
次
の
指

導
に
生
か
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
木
が
一
本
一
本
異
な
る
よ
う
に
、

生
徒
も
一
人
一
人
が
異
な
る
た
め
、
指

導
方
法
に
つ
い
て
の
学
び
も
終
わ
り
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
に
県
内
の
森

林
組
合
等
に
就
職
す
る
生
徒

も
い
ま
す
。
ま
た
高
校
生
た

ち
の
「
大
変
だ
け
ど
、
面
白

さ
が
わ
か
っ
た
」「
ど
ん
な

仕
事
か
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
声
が
と
て
も
励

み
に
な
る
た
め
、
今
後
も
こ

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

会
長　

岩
井　

誠

伐採時の姿勢についても確認

刃先が下がらないよう指導

伐採後に受け口と追い口とツルの確認

玉切りの指導

反省会での活発な意見は次に生かします
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佐
伯
市
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
あ
さ
ぎ
り
の
会［
大
分
県
］

継
続
20
年
以
上 

小
学
校
で
の
体
験
教
室

若
手
が
多
く
職
業
さ
ま
ざ
ま

　

佐
伯
市
は
大
分
県
の
南
部
に
あ
り
、

古
く
か
ら
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

「
佐
伯
の
殿
様
浦
で
も
つ
、
浦
の
恵
み

は
山
で
も
つ
」
と
言
わ
れ
、
佐
伯
藩
は

日
本
で
初
め
て
魚
つ
き
林
保
護
の
御
触

書
を
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
伯
市
に
は
５
つ

の
林
研
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
、
70
名
以
上
の

会
員
が
い
ま
す
。
近

年
は
素
材
生
産
で
勢

い
の
あ
る
林
業
事
業

体
の
若
手
も
加
入
し
、

50
代
以
下
が
１
／
３

を
占
め
ま
す
。
そ
の

う
ち
の
ひ
と
つ
、
あ

さ
ぎ
り
の
会
の
会
員

は
13
名
で
、
職
業
は

農
林
家
、
大
工
、
公

務
員
と
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

木
工
や
シ
イ
タ
ケ
の

駒
打
ち 

小
学
校
で
の 

体
験
教
室

　

会
の
活
動
と
し
て
、
20
年

以
上
前
か
ら
地
元
小
学
校
で

木
工
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
小
学
校
は
ス
ギ
山
に
囲

ま
れ
た
場
所
に
立
っ
て
お

り
、
窓
か
ら
見
え
る
ス
ギ
が

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

る
か
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
で
続
け
て
き
ま
し

た
。
会
長
の
甲
斐
源
市
さ
ん

は
大
工
で
、
通
称
「
大
工
の

源
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
毎
回
、
大
工
の
腕
を
生

か
し
た
熱
烈
指
導
で
完
成
度

の
高
い
本
棚
や
体
育
館
用
具

昨
年
の
林
研
グ
ル
ー
プ
九
州
地
区
交
換
研

修
大
会
で
は
、
み
ご
と
準
優
勝
を
獲
得

シイタケの駒打ち体験教室
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を
作
成
し
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生
か
ら

は
「
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
け
ど
、
う

ま
く
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と

喜
び
の
声
が
挙
が
り
ま
す
。

　

ま
た
大
分
県
特
産
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
駒
打

ち
体
験
教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
会

員
が
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
つ
い
て
語
り
、

駒
打
ち
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
こ
の
活
動

も
20
年
以
上
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
ほ

だ
木
は
校
庭
に
伏
せ
込
み
、
児
童
は
収

穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
交
流
を
通
し
て
林
業
に
親
し
み
を

持
ち
、
将
来
は
後
継
者
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

最
近
子
ど
も
た

ち
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
学
習
し
て

い
ま
す
。
会
と
し

て
こ
れ
ま
で
無
意

識
に
や
っ
て
き
た

活
動
は
、
実
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と

つ
な
が
っ
て
お
り
、

「
林
業
は
活
動
そ

の
も
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
だ
、
と
い
う
こ
と
を
次
世

代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

メ
ン
バ
ー
は
語
り
ま
す
。

さ
ら
な
る 

技
術
向
上
を

　

会
員
の
技
術
向
上
の
た
め

の
活
動
と
し
て
先
進
地
研
修

等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
度
は
山
口
県
農
林
技
術

セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
、
セ
ン
ダ

ン
や
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
等
の
早

生
樹
を
活
用
し
た
再
造
林
に

つ
い
て
早
生
樹
の
可
能
性
な

ど
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

佐
伯
市
で
も
年
間
３
０
０
ha
以
上
の
再

造
林
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
元
の
農
林

家
が
協
議
会
を
作
り
、
佐
伯
広
域
森
林

組
合
と
連
携
し
て
ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

あ
さ
ぎ
り
の
会
の
会
員
４
名
も
こ
れ
に

加
わ
り
、
技
術
向
上
と
増
産
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◆

　

ま
た
、
会
員
が
県
林
研
に
働
き
か
け
、

「
森
フ
ェ
ス
」
と
い
う
森
林
・
林
業
教

育
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
共
催
し
、
伐
木

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
の
会
か
ら
も
２
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
み
ど
り
の
少
年
団
が
見
学

に
訪
れ
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
手
際
良
く

伐
木
す
る
山
師
の
姿
に
「
す
げ
ー
！　

が
ん
ば
っ
て
！
」
と
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
高
い
技
術
に
は
基
本
的
な
安
全

対
策
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て

確
認
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
業
が
再
び
循
環
を
始
め
た
佐
伯
で
、

林
研
グ
ル
ー
プ
は
林
業
の
担
い
手
と
し

て
重
要
な
存
在
で
す
。
今
後
も
活
動
を

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

南
部
振
興
局 

林
業
普
及
指
導
員　

松
原
恵
子

（
所
属
は
執
筆
時
）

地元小学校での木工教室

会員による間伐研修

森林組合と連携したスギコンテナ苗生産に参加
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三
隅
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ［
山
口
県
］／
福
永
篤
史
さ
ん

Ｕ
タ
ー
ン
で
林
業
に
就
き
、起
業
。 

木
炭
の
地
産
地
消
を
き
っ
か
け
に
加
入

演
劇
の
世
界
か
ら
林
業
界
へ

　

福
永
篤
史
さ
ん
は
、
約
２
年
前
、
35

歳
の
時
に
三
隅
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

（
以
下
、三
隅
林
研
）
に
入
会
し
ま
し
た
。

ま
だ
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
は
あ
る
も
の

の
、
会
の
主
力
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
61
年
、
山
口
県
長
門
市
で
生

ま
れ
た
福
永
さ
ん
は
、
高
校
時
代
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
映
画
に
興
味
を
持

ち
、
東
京
の
専
門
学
校
へ
進
学
し
ま

す
。
カ
メ
ラ
や
服
作
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
の
企
画
な
ど
、
林
業
と
は
全

く
縁
の
な
い
学
生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

卒
業
後
は
演
劇
の
世
界
へ
進
み
、
歌
舞

伎
の
衣
装
制
作
な
ど
に
約
10 

年
間
携

わ
り
ま
し
た
。
公
演
の
た
び
に
全
国
を

飛
び
回
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
福
永
さ
ん

に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
平
成
29
年
の
こ
と
で
し
た
。
当

時
の
職
場
は
拘
束
時
間
が
長
く
、
不
規

則
な
勤
務
体
系
だ
っ
た
の
で
、
家
族
と

の
時
間
が
持
て
な
い
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
を

見
据
え
て
転
職
・
移
住
を
決
意
し
ま
す
。

　

転
職
を
考
え
る
日
々
の
中
、
た
ま
た

ま
目
に
留
ま
っ
た
雄
大
な
巨
木
に
魅
了

さ
れ
、
木
に
関
わ

る
仕
事
が
し
た
い

と
「
森
林
の
仕
事

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
見
つ
け
た

県
内
の
製
材
・
木

材
加
工
な
ど
を
メ

イ
ン
に
営
む
事
業

体
に
、
自
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
林
業

界
で
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
林
業

を
基
礎
か
ら
学
ぶ
た
め
森
林
組
合
に
勤

務
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
務
経
験
を
積
み

ま
し
た
。
そ
し
て
令
和
３
年
10
月
に
林

業
事
業
体
を
設
立
し
、
現
在
は
素
材
生

産
、
支
障
木
伐
採
、
森
林
環
境
教
育
の

３
本
柱
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

焼
き
鳥
と
炭
焼
き
で 

地
産
・
地
消
の
活
動

　

林
業
を
一
生
の
仕
事
と
決
め
た
福
永

さ
ん
は
、
い
ず
れ
は
森
林
を
所
有
し
た

い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
に
林
業
事
業
体
を
設
立
。 

最
近
導
入
し
た
機
械
と
福
永
さ
ん

学生時代の福永さん
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と
は
い
え
、
ま
だ
「
林
家
」
で
は
な
い

福
永
さ
ん
に
は
、
地
域
の
林
家
の
方
々

と
の
接
点
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
あ
る
日
、
山
口
県
下
関
農
林
事
務

所
を
訪
れ
た
と
き
に
、
地
区
林
研
事
務

局
と
の
雑
談
の
中
で
「
長
門
の
焼
き
鳥

と
炭
焼
き
で
地
産
・
地
消
の
活
動
が
始

ま
る
」
と
耳
に
し
ま
す
。
も
と
も
と
広

葉
樹
の
活
用
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い

た
福
永
さ
ん
は
「
面
白
そ
う
！　

参
加

し
た
い
！
」
と
そ
の
場
で
参
加
の
意
思

を
表
明
し
ま
し
た
。

　
「
林
業
を
生
業
に
し
て
い
る
若
い
人

が
活
動
に
参
加
し
た
い
と
言
っ
て
い

る
」
と
耳
に
し
た
三
隅
林
研
の
山
本
英

雄
会
長
は
福
永
さ
ん
を
大
い
に
歓
迎

し
、
福
永
さ
ん
の
入
会
が
決
ま
り
ま
し

た
。「
木
や
山
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い

て
、
山
仕
事
も
で
き
る
。
グ
ル
ー
プ
の

将
来
に
必
要
な
人
材
が
現
れ
た
」
と
山

本
会
長
は
心
強
く
感
じ
た
そ
う
で
す
。

新
た
な
視
点
で
林
業
に
関
わ
る

人
を
増
や
し
た
い

　

現
在
、三
隅
林
研
で
は
「
み
す
み
炭
」

と
い
う
木
炭
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
市

内
の
焼
き
鳥
店
な
ど
で
組
織
す
る
「
長

門
や
き
と
り
横
丁
連
絡
協
議
会
」
が
地

元
産
の
炭
を
求
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
誕
生
し
ま
し

た
。
里
山
整
備

で
伐
採
し
た
雑

木
を
炭
に
し
て
、

焼
き
鳥
店
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
三
隅

林
研
は
、
以
前

か
ら
地
元
小
学

校
で
の
森
林
体

験
学
習
活
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。「
み
す
み
千
年
の

森
」
に
続
く
林
道

で
の
草
刈
り
作
業

等
、
地
域
に
根
差

し
た
活
動
で
す
。

福
永
さ
ん
は
活
動

に
参
加
す
る
中

で
「
先
輩
方
の
息

遣
い
、
昔
な
が
ら

の
知
恵
や
経
験
を

学
ん
で
い
る
」
と

感
じ
る
そ
う
で
す
。

「
楽
し
み
な
が
ら
、

地
域
に
根
づ
い
た

『
人
間
味
の
あ
る
』

林
業
に
参
加
し
て

い
き
た
い
」
と
い

う
希
望
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
「
炭
焼
き
や

里
山
整
備
体
験
な
ど
を
通
じ
て
森
林
と

関
わ
る
人
の
視
点
か
ら
は
、
林
業
関
係

者
と
は
全
く
違
う
一
面
を
感
じ
る
。
そ

れ
が
こ
れ
か
ら
の
林
業
に
は
求
め
ら
れ

る
と
思
う
。
木
炭
の
生
産
量
を
少
し
ず

つ
増
や
し
、
一
般
的
な
林
業
と
は
違
っ

た
視
点
で
林
業
に
関
わ
る
人
を
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語
る
福
永
さ
ん
。

県
林
研
事
務
局
と
し
て
、
福
永
さ
ん
の

ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

山
口
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ 

連
絡
協
議
会 

事
務
局　

木
村
衣
里
菜

「令和５年度全国林業グループコンクール」で林野
庁長官賞を受賞。発表をした福永さん（右）と山本
会長

植樹体験イベント

ツリークライミング体験会にて娘さんと
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舘
岩
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー［
福
島
県
］

森
林
と
人
が
共
に
育
つ 

森
林
環
境“
共
育
”

60

森
林
環
境
教
育
へ
の 

取
組

　

舘
岩
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、

福
島
県
南
会
津
町
舘
岩
地
区
（
以
下
、

「
舘
岩
地
区
」
と
い
う
。）
で
活
動
す
る

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
で
す
。
メ
ン
バ
ー

は
30
～
40
代
の
森
林
組
合
職
員
や
農
協

職
員
、
役
場
職
員
の
男
女
11
名
で
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
主
な
活
動
は
「
森

林
環
境
教
育
」
や
「
人
と
野
生
動
物
の

緩
衝
帯
づ
く
り
」
で
す
。
今
回
は
「
森

林
環
境
教
育
」
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
活
動
す
る
舘

岩
地
区
の
特
徴
は
、
福
島
県

南
西
部
に
位
置
し
、
近
隣
に

は
尾
瀬
国
立
公
園
や
只
見
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
な
ど
、

自
然
豊
か
で
昔
な
が
ら
の
農

山
村
風
景
に
囲
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
森
林
に

慣
れ
親
し
み
、
少
し
で
も
林

業
に
つ
い
て
知
り
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
森
林
環
境

教
育
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

森
林
環
境
教
育
は

幼
少
期
か
ら
の
教
育

が
重
要
と
い
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
経
験
や

体
験
が
貴
重
な
糧
と

な
り
、
将
来
に
わ
た

り
森
林
・
林
業
へ
の

意
識
醸
成
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
森
林
・
林
業
の

担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
に
は
郷
土
愛

を
育
む
必
要
も
あ
り
、
地
元
に
密
着
し

た
活
動
が
将
来
の
森
林
・
林
業
の
地
域

の
担
い
手
づ
く
り
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
元
の
幼
稚
園
児
や
小
学
生

と
の
交
流
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
外
の
学
校
も
受
け
入
れ
、 

森
林
環
境
「
共
育
」

　

舘
岩
地
区
を
含
む
福
島
県
南
会
津
町

で
は
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
、
ア
グ

リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
農
山
村
で
の
自
然
体
験
を
南
会

津
町
や
南
会
津
農
村
生
活
体
験
推
進
協

担
い
手
育
成
の
た
め
郷
土
愛
を
育
む

地元小学生による間伐体験
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議
会
な
ど
行
政
が
主
導
し
て
関
東
方
面

な
ど
へ
粘
り
強
く
広
域
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
舘
岩
地
区
へ

の
宿
泊
体
験
を
希
望
す
る
学
校
が
増
加

し
て
き
て
お
り
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
の
受
け

入
れ
先
と
し
て
森

林
・
林
業
体
験
を
実

施
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
舘
岩

地
区
で
は
人
口

減
少
、
少
子
高

齢
化
に
よ
り
一

段
と
過
疎
化
が

進
ん
で
お
り
、
森
林
の
手
入
れ
が

さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
荒
廃
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

わ
れ
わ
れ
は
森
林
を
守
り
育
て
、

雄
大
な
自
然
環
境
と
共
存
す
る
と

と
も
に
、
町
民
・
地
域
間
交
流
に

よ
っ
て
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

森
林
と
人
が
「
共
に
育
つ
」
と
い

う
意
味
を
込
め
て
森
林
環
境
「
共

育
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
全

国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
森

林
・
林
業
体
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

林
業
体
験
で
は
、
よ
り
よ
い
森

林
づ
く
り
の
た
め
に
間
伐
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
間
伐
で
出
た
材
は

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
に
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
解
を
促

す
た
め
、
実
際
に
間
伐
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
伐
倒
後

は
、
輪
切
り
の
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
を
作
成
し
、
記
念
に
お
土
産

と
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
林
業
体
験
に
参
加
し
て
森
林
や

林
業
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

県
外
か
ら
の
体
験
希
望
は 

毎
年
10
校
以
上

　

林
業
体
験
で
実
施
し
た
き
の
こ
植
菌

や
間
伐
体
験
の
取
り
組
み
成
果
と
し
て

は
、
地
元
の
幼
稚
園
児
や
小
学
生
と
の

交
流
に
よ
り
、
保
護
者
を
は
じ
め
地
域

住
民
の
み
な
さ
ん
に
わ
れ
わ
れ
の
活
動

へ
の
賛
同
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
当
地

域
で
の
林
業
体
験
を
希
望
す
る
県
外
の

学
校
も
毎
年
10
校
を
超
え
て
お
り
、
わ

れ
わ
れ
の
取
り
組
み
が
徐
々
に
地
域
間

交
流
に
寄
与
す
る
形
と
な
っ
て
現
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
元
の
幼
稚
園
児
、
小
学
生

と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
県
外
の
学
校

と
も
地
域
間
交
流
を
深
め
て
い
け
る
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

代
表　

星　

祐
治

幼稚園児のきのこ植菌体験幼少期からの森林環境教育を重要視

地域間交流による林業体験１（間伐・枝打ち）

地域間交流による林業体験２（間伐・枝打ち）
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事

例
私たちのチャレンジ！

﻿

真
庭
森
林・
林
業
研
究
会［
岡
山
県
］

山
の
恵
み「
薬
草
」で
暮
ら
し
を
豊
か
に

「
美み
ま
さ
か作

材
」の
流
通
拠
点

　

真
庭
森
林
・
林
業
研
究
会
は
、
岡
山

県
北
部
の
真
庭
地
域
（
真
庭
市
と
新
庄

村
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
真
庭
地
域

に
は
原
木
市
場
３
カ
所
、
製
品
市
場
１

カ
所
、
製
材
事
業
者
32
社
が
立
地
し
、

木
材
生
産
か
ら
製
材
加
工
、
流
通
に
い

た
る
「
美
作
材
」
の
流
通
拠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
研
究
会
の
現
在
の
会
員
数

は
20
名
で
、
林
家
、
素
材
生
産
業
者
、

苗
木
生
産
者
、
家
具
職
人
な
ど
多
彩
な

人
材
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
で
は
長
年
、「
真
庭
産
優
良

材
品
評
会
」
を
開
催
し
、
目
揃
い
や
枝

打
ち
・
間
伐
の
実
施
状
況
を
審
査
し
、

優
れ
た
保
育
技
術
を
顕
彰
す
る
こ
と
で
、

優
良
材
の
産
地
形
成
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
平
成
16
年
に
台
風

第
23
号
の
襲
来
で
甚
大
な
風
倒
木

被
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
被
害

実
態
の
調
査
、
森
林
所
有
者
の
意

向
調
査
を
行
い
、
災
害
に
強
い
森

づ
く
り
の
指
針
を
報
告
書
「
未
来

に
引
き
継
ぐ
真
庭
の
森
づ
く
り
」

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
素

材
生
産
業
を
営
む

会
員
に
よ
る
「
富

原
の
林
業
に
親
し

も
う
」
と
題
し
た

小
学
校
で
の
林
業

教
室
や
、
家
具
職

人
で
あ
る
会
長
の

「
家
具
づ
く
り
塾
」

や
親
子
木
工
教
室

な
ど
、
木
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で 

ジ
ャ
ム
に
加
工
す
る
ス
イ
バ
を
採
取

品評会で優良材の産地形成（平成 27 年まで実施）

林業の盛んな富原地区の小学校での林業教室
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私たちのチャレンジ！

薬
草
を
活
用
し
た 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
な
か
で
も
、
今

回
は
、
薬
草
活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
日
々
の
暮
ら
し
に
薬
草
を
」を
テ
ー

マ
に
、
日
常
生
活
に
薬
草
を
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
で
楽
し
く
健
康
に
日
々
を

過
ご
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
タ

ン
ポ
ポ
、
オ
オ
バ
コ
な
ど
、
身
の
回
り

に
自
生
し
て
い
る
草
に
は
、
薬
効
が
あ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
薬
草
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
薬
草
ジ
ャ
ム

作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
こ
れ

ま
で
に
30
回
程
度
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

 　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
薬
草
を
そ

の
場
で
採
っ
て
、
調
理
し
て
試

食
し
た
り
、
加
工
体
験
し
て
持

ち
帰
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
、
子
育
て
世
代
や
、
健

康
に
気
を
つ
か
う
世
代
な
ど
食

に
関
心
の
あ
る
方
々
が
多
く
、

身
近
に
あ
る
植
物
が
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
感
心
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
防

災
食
と
し
て
の
薬
草
活
用
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」と
し
て
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
身
近
な
薬
草
を

知
り
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
防
災
食
を

み
ん
な
で
試
食
し
、
災
害
時
に
備
え
よ

う
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

山
野
草
11
種
類
の 

「
里
山
キ
ッ
チ
ン
カ
レ
ー
」

　

も
と
も
と
薬
草
の
活
動
は
「
富
原
婦

人
林
業
研
究
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
女
性
林

研
（
真
庭
森
林
・
林
業
研
究
会
に
加
盟
、

現
在
は
解
散
）
が
、
野
草
の
薬
用
効
果

や
料
理
方
法
を
学
び
商
品
開
発
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
が
話
題

と
な
り
、平
成
29
年
に
は
真
庭
市
で「
全

国
薬
草
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

平
成
30
年
に
「
真
庭
・
食
べ
る
薬
草
振

興
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
地
域
の
山
野
草
11
種

類
を
採
取
し
て
「
里
山
キ
ッ
チ
ン
カ

レ
ー
」
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
材
料
は

ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク
、
イ
ノ
コ
ズ
チ
、

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ア
ザ
ミ
、
タ
ン
ポ
ポ
、

オ
オ
バ
コ
、
ハ
コ
ベ
、
ヨ
モ
ギ
、
ノ
ビ

ル
、
セ
リ
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
旬
の
時
に
採
取
し
、
ソ
テ
ー
し
て

冷
凍
保
存
し
て
お
き
、
年
に
１
度
ま
と

め
て
加
工
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
５

月
に
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
52

回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
お
か
や
ま

２
０
２
４
」
に
も
出
展
し
ま
し
た
。

　

薬
草
を
山
の
恵
み
と
捉
え
る
こ
と
で
、

森
林
・
林
業
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

林
業
に
携
わ
る
人
だ
け
で
な
く
、
地
域

内
外
の
様
々
な
人
に
広
く
山
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
真
庭
の
林
業

の
将
来
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

真
庭
地
域
に
は
、
地
域
一
体
と
な
っ

て
物
事
を
考
え
る
風
土
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

美
作
県
民
局　

真
庭
地
域
森
林
課

林
業
普
及
指
導
員　

小
川
章
子

「里山キッチンカレー」のレトルト（右下）チラシ、
薬草料理冊子

ジャムづくりワークショップでの調理の様子

後継者大会に出展
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﻿

岩
手
県
森
林
組
合
青
年
部
連
絡
協
議
会［
岩
手
県
］

「
お
山
食
堂
」か
ら
始
ま
る
林
業
の
み
ら
い

ど
も
食
堂
」
を
運
営
す
る
「
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
イ
ン
ク
ル
い
わ
て
」
が
実
施
す

る
職
業
体
験
活
動
「
イ
ン
ク
ル
し
ゃ
い

ん
食
堂
」
を
参
考
に
し
て
、
林
業
体
験

版
と
し
て
命
名
し
ま
し
た
。
２
０
１
９

地
域
の「
こ
ど
も
食
堂
」と 

協
働

　

岩
手
県
森
林
組
合
青
年
部
連
絡
協
議

会
（
会
長
・
澤　

幹
信
）
は
、
県
内
の

森
林
組
合
青
年
部
を
構
成
員
と
す
る
協

議
会
組
織
と
し
て
昭
和
53
年
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
８
青
年
部
会
を
３

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
運
営
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
当
協
議
会
が
青

年
部
の
活
力
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
「
お
山
食
堂
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
お
山
食
堂
」
は
、
一
般
市
民

を
対
象
と
し
た
森
林
に
親
し
む
機

会
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で

す
。
森
林
・
林
業
活
動
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
し
た

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
祝
日
「
山

の
日
」
の
一
環
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
に
は
「
こ
ど
も
食
堂
」

の
活
動
が
あ
り
、「
こ
ど
も
を
孤

立
さ
せ
な
い
地
域
づ
く
り
の
創

出
」
と
い
う
主
旨
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の「
こ
ど
も
食
堂
」が
、

活
動
場
所
を
求
め
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
わ
れ
わ
れ
が
フ
ィ
ー
ル
ド

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
林
業
の
認

知
度
を
高
め
、
担
い
手
の
不
足
に

も
一
役
を
買
う
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
山

側
の
森
林
組
合
青
年
部
と
地
域

側
の
「
こ
ど
も
食
堂
」
運
営
者

が
協
働
企
画
を
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
双
方
の
で
き

る
こ
と
を
生
か
し
、
不
足
を
補

う
と
い
う
形
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
特

徴
的
で
す
。

普
段
で
き
な
い
こ
と
を
提
供

　
「
お
山
食
堂
」
と
い
う
名
称
は
、「
こ

「
お
山
を
み
ん
な
で
楽
し
む
」

「お山を学ぶ」。生き物観察や森林のしくみを学ぶ

「お山で食べる」。昼食を一緒に食べて「ご
ちそうさま」までが活動
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私たちのチャレンジ！

年
か
ら
年
に
１
、２
回
開
催
し
て
お
り
、

毎
回
親
子
15
～
32
名
の
参
加
が
あ
り
ま

す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
当
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

の
ほ
か
青
年
部
に
声
を
掛
け
、
毎
回
10

名
前
後
の
体
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
毎
回
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
薪
割
り
体
験
、
木
工
・
ク
ラ
フ
ト

体
験
、
落
ち
葉
か
き
の
森
林
整
備
、
植

栽
を
通
し
た
森
林
づ
く
り
、
生
き
物
観

察
や
森
林
の
し
く
み
を
学
ぶ
学
習
、
伐

倒
・
造
材
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
見
学
す
る
な
ど
森
林
や
林
業
の
作
業

を
体
験
す
る
活
動
を
午
前
中
に
行
い
ま

す
。

　
「
こ
ど
も
食
堂
」
と
の
連
携
で
も
あ

る
の
で
、
昼
食
を
一
緒
に
食
べ
て
「
ご

ち
そ
う
さ
ま
」
ま
で
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
食
材
に
つ
い
て
は
「
こ
ど
も
食

堂
」
へ
寄
付
さ
れ
た
食
材
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
会
場
の
雨
天
時
も

利
用
で
き
る
野
外
炊
事
場
で
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
窯
で
の
ピ

ザ
焼
き
、
炭
火
で
の
川
魚
の

塩
焼
き
、
ご
飯
を
薪
で
炊
く
、

き
の
こ
と
山
菜
の
汁
物
を

作
る
な
ど
、
食
に
お
い
て
も

普
段
の
「
こ
ど
も
食
堂
」
で

は
で
き
な
い
こ
と
を
提
供
で

き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た

活
動
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の

場
に
あ
る
も
の
を
活
用
し
て
、

ブ
ラ
ン
コ
の
作
成
や
、
丸
太

の
輪
切
り
を
活
用
し
た
ボ
ー

リ
ン
グ
な
ど
、
遊
び
の
ネ
タ

は
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
時

間
を
忘
れ
て
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
る
姿
が
印
象
的
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
の
声
は
次
の
通

り
で
す
。

・�

お
腹
い
っ
ぱ
い
自
然
の
中
、

み
ん
な
で
食
べ
て
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

・�

ま
き
割
り
体
験
や
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
な
ど
、
と
て
も
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
お
話

し
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

・�

涼
し
い
環
境
の
中
で
子
ど
も

た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り

回
っ
て
遊
ん
で
、
こ
ち
ら
も

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

「
場
」の
共
有
か
ら 

得
ら
れ
る
物
事

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
作
業
を
し
て
、

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
と
い
う
「
場
」

の
共
有
か
ら
得
ら
れ
る
物
事
は
大
変
多

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
活
動
に
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、「
お
山
食
堂
」
で
は
そ
れ
を
前
面

に
出
す
の
で
は
な
く
、
活
動
を
通
し
て

自
然
と
目
標
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う

形
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
よ
う
や
く
７
年
が
過
ぎ

た
と
こ
ろ
で
、
現
時
点
と
し
て
は
「
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
が
周
知
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
当
初
の
目
的
と
し
て

は
、
メ
ン
バ
ー
の
青
年
部
の
活
力
と
な

る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
展

開
と
し
て
は
、各
青
年
部
が
地
域
の「
こ

ど
も
食
堂
」
等
と
協
働
し
、
各
地
で
の

「
お
山
食
堂
」
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
声
を
得
て
、
森
林
・
林
業
に

対
し
て
自
信
と
希
望
を
持
ち
、
地
域
林

業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
と
い
う
明

る
い
林
業
の
み
ら
い
を
描
け
る
林
業
者

を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

＊
ま
と
め

事
務
局
長　

木
幡
英
雄

「お山で働く」。森林や林業の作業を体験
「お山で遊ぶ」。山にあるものを活用して

ブランコを作成

「お山を整備する」。落ち葉かき、植栽を通した森林づくり
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林業で働くために

林業の仕事には大きく分けると、森林を植えて育てたり、木を伐る仕事を担う民間の林
業会社、森林所有者を組合員として地域の森林経営を担う森林組合の２つがあり、木材
産業では、木材を取り扱う原木市場や木材会社があります。最近では企業団体の先進化・
多様化が進み、新しいスタイルを模索する林業の現場も増えてきています。

林業の仕事いろいろ

体力的な条件などはありますか？
林業機械の導入が比較的進み、男女の体力差が問われない作業環境になってきています。また森林施
業プランナーなど比較的体力を重視しない職種もあります。

危険な作業が多く、安全面で心配です。
安全を重視した林業技術を習得する研修制度があります。また、安全防護装備も近年急速に普及して
います。機械の改良も進み安全に対する意識は高まっていますが、常に自分自身が安全への意識を持
って仕事に取り組むことが大切です。

女性の場合、トイレや着替えはどうしていますか？
移動式トイレを導入する会社もあります。また着替えについては移動中に公衆トイレなどへ立ち寄るな
どの配慮をする会社もあるようです。

女性特有の体調不良や産休・育休にも対応してくれますか？
会社ごとの判断になりますが、女性を採用する会社の多くはそうした配慮ができているところが多い傾
向があります。会社を選ぶ際によく確認してみましょう。　

森林所有者から立っている木を買って伐採して市場などに販売する形態が多いです。また、
造林を専門に行う会社もあります。最近は、建設業から参入している会社も見られます。林業会社

森林所有者を組合員とした協同組合です。森林がある全国のほとんどの地域をカバーしてお
り、約 600あります。
国や都道府県の森林林業関係の助成制度の受け皿として、地域の森林経営の推進役として
様々な業務を担っています。
組合によっては森林作業班を独自に持ち、さらには原木市場や木材加工施設や販売施設を経
営しているところもあり、その形態は様々です。

森林組合

林業会社や森林組合から集荷された木材の市を開催して製材工場などに販売しています。近
年は山の現場から直接大型工場へ直送されるケースも増えてきたことから、木材の供給先と
需要先を情報で繋ぐ新たな形態が期待されています。

いち

原木市場

従来の丸太から板や柱を挽く製材工場、ラミナと呼ばれる木片から柱などを生産する集成材
工場、丸太を剥いて重ねて板を生産する合板工場、柱材を建材に加工するプレカット工場な
どがあります。近年は大型化が進んでいます。一方、家具や小物をつくる会社も多くあります。

ひ

む木材会社

出典：林野庁「女性が活躍する林業の仕事ガイド」
　　　「林業技術研修教育機関及び森林・林業に関する学科・コース・科目設置校（高等学校・林業大学校等・大学）（web サイト）」

林業で働くための方法
就職を希望しているなら･･･

地元の森林組合や林業会社で短期間のインターンシ
ップを体験して、就業を決めるケースもあります。各
都道府県の林業労働力確保支援センターにお問い合
わせ下さい。

近年、林業就業者の育成を目的とした林業大学校等
（教育・研修機関）の設立が相次いでいます。多く
が１年制あるいは２年制で、高校卒業を入学資格と
している機関が多いようです。2024年４月時点で、
27 校となっています。
林業大学校等は都道府県等が設置・運営している学
校です。また 4 年制大学への編入受験資格の取得が
可能な学校もあります（専修学校）。
10 ～ 20 名程度を定員としているところが多く、実習
に力を入れており、森林・林業に関する様々な資格
取得が可能です。卒業後は林業現場の即戦力として
活躍している若者が全国で増えています。

もっと林業を学んでから就職を考えたいなら･･･

森林の仕事ガイダンス インターンシップ
森林の仕事ガイダンスは、新たな林業の担い手の確
保・育成を目的に、森林・林業に関心を持つ方を対
象に実施する説明・相談会です。会場には、参加都
道府県の林業労働力確保支援センターや森林組合連
合会が相談ブースを設け、各地の林業に関する情報、
林業作業の内容や就業までの流れについての説明、
参加者からの相談に応じます。

林業大学校等への進学
森林・林業に関する学科・科目がある大学は、2024
年４月時点で全国に34 校あります。森林科学科や生
物環境科学科など学科の名称は大学によって様々で、
各大学の地域性や伝統など、その大学ならではの強
みや個性が見られます。大学で学んだ知見を生かし、
卒業して林業の仕事に就く若者も少なくありません。

大学への進学

森林の仕事ガイダンス風景。
写真は森林組合の林業現場
で働く女性。このガイダンス
で先輩の説明を聞いて東京
から就業した女性もいます。
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林業の仕事には大きく分けると、森林を植えて育てたり、木を伐る仕事を担う民間の林
業会社、森林所有者を組合員として地域の森林経営を担う森林組合の２つがあり、木材
産業では、木材を取り扱う原木市場や木材会社があります。最近では企業団体の先進化・
多様化が進み、新しいスタイルを模索する林業の現場も増えてきています。

林業の仕事いろいろ

体力的な条件などはありますか？
林業機械の導入が比較的進み、男女の体力差が問われない作業環境になってきています。また森林施
業プランナーなど比較的体力を重視しない職種もあります。

危険な作業が多く、安全面で心配です。
安全を重視した林業技術を習得する研修制度があります。また、安全防護装備も近年急速に普及して
います。機械の改良も進み安全に対する意識は高まっていますが、常に自分自身が安全への意識を持
って仕事に取り組むことが大切です。

女性の場合、トイレや着替えはどうしていますか？
移動式トイレを導入する会社もあります。また着替えについては移動中に公衆トイレなどへ立ち寄るな
どの配慮をする会社もあるようです。

女性特有の体調不良や産休・育休にも対応してくれますか？
会社ごとの判断になりますが、女性を採用する会社の多くはそうした配慮ができているところが多い傾
向があります。会社を選ぶ際によく確認してみましょう。　

森林所有者から立っている木を買って伐採して市場などに販売する形態が多いです。また、
造林を専門に行う会社もあります。最近は、建設業から参入している会社も見られます。林業会社

森林所有者を組合員とした協同組合です。森林がある全国のほとんどの地域をカバーしてお
り、約 600あります。
国や都道府県の森林林業関係の助成制度の受け皿として、地域の森林経営の推進役として
様々な業務を担っています。
組合によっては森林作業班を独自に持ち、さらには原木市場や木材加工施設や販売施設を経
営しているところもあり、その形態は様々です。

森林組合

林業会社や森林組合から集荷された木材の市を開催して製材工場などに販売しています。近
年は山の現場から直接大型工場へ直送されるケースも増えてきたことから、木材の供給先と
需要先を情報で繋ぐ新たな形態が期待されています。

いち

原木市場

従来の丸太から板や柱を挽く製材工場、ラミナと呼ばれる木片から柱などを生産する集成材
工場、丸太を剥いて重ねて板を生産する合板工場、柱材を建材に加工するプレカット工場な
どがあります。近年は大型化が進んでいます。一方、家具や小物をつくる会社も多くあります。

ひ

む木材会社

出典：林野庁「女性が活躍する林業の仕事ガイド」
　　　「林業技術研修教育機関及び森林・林業に関する学科・コース・科目設置校（高等学校・林業大学校等・大学）（web サイト）」

林業で働くための方法
就職を希望しているなら･･･

地元の森林組合や林業会社で短期間のインターンシ
ップを体験して、就業を決めるケースもあります。各
都道府県の林業労働力確保支援センターにお問い合
わせ下さい。

近年、林業就業者の育成を目的とした林業大学校等
（教育・研修機関）の設立が相次いでいます。多く
が１年制あるいは２年制で、高校卒業を入学資格と
している機関が多いようです。2024年４月時点で、
27 校となっています。
林業大学校等は都道府県等が設置・運営している学
校です。また 4 年制大学への編入受験資格の取得が
可能な学校もあります（専修学校）。
10 ～ 20 名程度を定員としているところが多く、実習
に力を入れており、森林・林業に関する様々な資格
取得が可能です。卒業後は林業現場の即戦力として
活躍している若者が全国で増えています。

もっと林業を学んでから就職を考えたいなら･･･

森林の仕事ガイダンス インターンシップ
森林の仕事ガイダンスは、新たな林業の担い手の確
保・育成を目的に、森林・林業に関心を持つ方を対
象に実施する説明・相談会です。会場には、参加都
道府県の林業労働力確保支援センターや森林組合連
合会が相談ブースを設け、各地の林業に関する情報、
林業作業の内容や就業までの流れについての説明、
参加者からの相談に応じます。

林業大学校等への進学
森林・林業に関する学科・科目がある大学は、2024
年４月時点で全国に34 校あります。森林科学科や生
物環境科学科など学科の名称は大学によって様々で、
各大学の地域性や伝統など、その大学ならではの強
みや個性が見られます。大学で学んだ知見を生かし、
卒業して林業の仕事に就く若者も少なくありません。

大学への進学

森林の仕事ガイダンス風景。
写真は森林組合の林業現場
で働く女性。このガイダンス
で先輩の説明を聞いて東京
から就業した女性もいます。
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森林 ･林業に関する学科 ･コース設置校一覧表（林業大学校等）
令和6年 4月現在　※林野庁ＨＰを参考に編集部で作成

都道府県 学　校　名 郵便番号 所　在　地 電話番号
修学・

研修期間
該当学科等

北海道 北海道立北の森づくり専門学院 078-8381 旭川市西神楽 1 線 10 号 0166-75-6161 ２年制 林業・
木材産業学科

青森 青い森林業アカデミー 039-3321
東津軽郡平内町大字小湊字新道 46-56

（青森県産業技術センター林業研究所研修棟）
017-763-4022 1 年制

岩手 いわて林業アカデミー 028-3623 紫波郡矢巾町大字煙山第 3 地割 560-11 019-697-1536 １年制

秋田 秋田県林業研究研修センター
（愛称：秋田林業大学校） 019-2611 秋田市河辺戸島字井戸尻台 47-2 018-882-4512 ２年制

秋田県林業
トップランナー

養成研修

山形
東北農林専門職大学附属
農林大学校

996-0052 新庄市大字角沢 1366 0233-22-1527 ２年制 林業経営学科

福島 林業アカデミーふくしま 963-0112
郡山市安積町成田字西島坂 1
( 福島県林業研究センター )

024-945-5974 1 年制 就業前長期研修
短期研修

栃木 栃木県林業大学校 321-2105 宇都宮市下小池町 280 028-612-6069 1 年制

群馬 群馬県立農林大学校 370-3105 高崎市箕郷町西明屋 1005 027-371-3244 ２年制
農林業

ビジネス学科
（森林コース）

福井 ふくい林業カレッジ 918-8567 福井市江端町 20-1 0776-38-0345 １年制
３ヵ月

長期コース
短期コース

山梨 専門学校山梨県立農林大学校 400-0502 南巨摩郡富士川町最勝寺 2290-1 0556-42-7080 2 年制 養成科森林学科

長野 長野県林業大学校 397-0002 木曽郡木曽町新開 4385-1 0264-23-2321 ２年制 林学科

岐阜 岐阜県立森林文化アカデミー 501-3714 美濃市曽代 88 0575-35-2525 ２年制

森と木の
クリエーター科

森と木の
エンジニア科

静岡 静岡県立農林環境専門職大学・
短期大学部 438-8577 磐田市富丘 678-1 0538-31-7901 ２年制 生産科学科

林業コース

京都 京都府立林業大学校 629-1121 船井郡京丹波町本庄土屋１番地 0771-84-2401 ２年制 森林林業科

兵庫 兵庫県立森林大学校 671-4142 宍粟市一宮町能倉 772-1 0790-72-2700 ２年制 専攻科

奈良 奈良県フォレスターアカデミー 639-3113 吉野郡吉野町飯貝 680 0746-42-8100 ２年制
１年制

フォレスター学科
森林作業員学科

和歌山 和歌山県農林大学校 649-2103 西牟婁郡上富田町生馬 1504-1 0739-47-4141 １年制
林業研修部

（林業経営
コース）

鳥取 日南町立にちなん中国山地
林業アカデミー 689-5224 日野郡日南町多里 782‐2 0859-84-0070 １年制 林業専修科

島根 島根県立農林大学校 690-3405 飯石郡飯南町上来島 1207
島根県中山間地域研究センター内 0854-76-2100 ２年制 林業科

徳島 とくしま林業アカデミー 770-0045 徳島市南庄町 5 丁目 1-9 088-635-7812 １年制

三好林業アカデミー 778-0002
徳島県三好市池田町マチ 2551 番地 1
農村婦人の家 2F

香川 香川県立農業大学校 766-0004 仲多度郡琴平町榎井 34-3 0877-75-1141 ２年制 林業・造園緑化
コース

愛媛 南予森林アカデミー 798-1351
北宇和郡鬼北町大字奈良 4073-7
一般社団法人南予森林管理推進センター

0895-49-5083 １年制

高知 高知県立林業大学校 782-0078 香美市土佐山田町大平 80 0887-52-0784 １年制 基礎課程
専攻課程

熊本 くまもと林業大学校 862-8570 熊本市中央区水前寺 6 丁目 18-1
熊本県林業振興課 096-333-2444 １年制 長期課程

大分 おおいた林業アカデミー 879-5114 由布市湯布院町大字川北 899-91
大分県林業研修所 0977-85-7715 １年制

宮崎 みやざき林業大学校 883-1101 東臼杵郡美郷町西郷田代 1561-1
宮崎県林業技術センター 0982-66-2888 １年制

注：�地方公共団体の研修機関又は学校教育法に基づく専門職短期大学、専修学校若しくは各種学校のうち地方公共団体が設置しているもので、修学・研
修期間がおおむね 1年かつおおむね 1,200時間以上であり、期間を通して林業への就業に必要な技術や知識を習得させる学校等を掲載。
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令和６年度　未来の林業を支える林業後継者養成事業　実施グループ一覧

★は、本事例集第１部で紹介しているグループ。数字は紹介頁をさす。

都都道道府府県県 林林研研名名 活活動動内内容容 林林業業就就業業体体験験等等  実実施施校校

北海道 北海道林業グループ協議会 高校生等の林業就業体験等
岩見沢農業高校・旭川農業高校・帯
広農業高校・札幌工科専門学校

宮城県 仙南フォレストクラブ 高校生等の林業就業体験等 大河原産業高校、白石高校七ヶ宿校

津山町林業研究会 高校生等の林業就業体験等 古川工業高校

秋田県 北秋田森林・林業振興会 高校生等の林業就業体験等 秋田北鷹高校

福島県 福島県林研グループ連絡協議会 林業グループの林業振興活動

舘岩グリーンフォレスター 林業グループの林業振興活動

茨城県 茨城県林業研究グループ連絡協議会　★8頁 高校生等の林業就業体験等 大子清流高校

栃木県 栃木県林業振興協会　★12頁 高校生等の林業就業体験等
鹿沼南高校、宇都宮白楊高校、開智
高校、矢板高校、宇都宮大学、ICS
カレッジオブアーツ

群馬県 飯と猫と林業女子会　★16頁 高校生等の林業就業体験等 林業に関心のある女子高校生等

群馬県 ＮＰＯ法人ロガーズ 林業グループの林業振興活動

埼玉県 埼玉県森林協会　林業研究グループ部会 高校生等の林業就業体験等 秩父農工科学高校

東京都 特定非営利法人青梅林業研究グループ 高校生等の林業就業体験等 多摩工業高校

富山県 魚津地区林業研究グループ協議会　★20頁 高校生等の林業就業体験等 桜井高校

長野県 長野県林業研究グループ連絡協議会 高校生等の林業就業体験等 長野県下の高校

南信州林業研究会 高校生等の林業就業体験等 下伊那農業高校

木曽林業研究グループ連絡協議会 高校生等の林業就業体験等 木曽青峰高校、県林業大学校

北信州の森林と家をつなぐ会　★36頁 高校生等の林業就業体験等 下髙井農林高校

四賀林研グループ 林業グループの林業振興活動

岐阜県 加子母優良材生産クラブ 高校生等の林業就業体験等 加子母木匠塾に参加する大学生

高根林業改良クラブ 高校生等の林業就業体験等 飛騨高山高校

付知町優良材生産研究会 林業グループの林業振興活動

愛知県 愛知県指導林家連絡協議会　★24頁 高校生等の林業就業体験等 猿投農林高校、田口高校

額田林業クラブ 林業グループの林業振興活動

三重県 熊野林星会 高校生等の林業就業体験等 紀南高校

松阪林業研究会 林業グループの林業振興活動

竹林整備隊 林業グループの林業振興活動

京都府 京都府林業研究グループ連絡協議会 高校生等の林業就業体験等 北桑田高校

樹々の会 林業グループの林業振興活動

和歌山県
和歌山県林業研究グループ連絡協議会　女性林研部
会

高校生等の林業就業体験等、
林業グループの林業振興活動

りら創造芸術高校、南部高校龍神分
校

島根県 島根県林業研究グループ連絡協議会 林業グループの林業振興活動

岡山県 岡山林業未来会 高校生等の林業就業体験等 真庭高校

広島県 ひろしま森林施業プランナー会 林業グループの林業振興活動

山口県 山口県林業研究グループ連絡協議会 高校生等の林業就業体験等
山口農業高校、萩商工高校、大津緑
洋高校

徳島県 かみやま林業振興会　★28頁 高校生等の林業就業体験等 城西高校神山校

西井川林業クラブ 高校生等の林業就業体験等 井川中学校、西井川小学校

愛媛県 愛媛県林業研究グループ連絡協議会
高校生等の林業就業体験等、
林業グループの林業振興活動

西条農業高校、上浮穴高校・北宇和
高校

熊本県 上益城地区林業研究グループ連絡協議会 高校生等の林業就業体験等 矢部高校

八代地域林業研究・普及連絡協議会 高校生等の林業就業体験等 八代農業高校泉分校

芦北地域林業研究グループ 高校生等の林業就業体験等 芦北高校

球磨地区普及・林研グループ連絡協議会　★32頁 高校生等の林業就業体験等 南陵高校

龍門林業研究グループ 林業グループの林業振興活動

大分県 大分県林研グループ連合会 高校生等の林業就業体験等 日本文理大学

宮崎県 門川町林業研究グループ連絡協議会　★40頁 高校生等の林業就業体験等 門川高校

鹿児島県 鹿児島県林業研究グループ連絡協議会 高校生等の林業就業体験等 伊佐農林高校

錫山センリョウグループ 林業グループの林業振興活動

巻末資料
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全国林業研究グループ連絡協議会　事務局一覧

全国林業研究グループ連絡協議会は、46都道府県の林業研究グループ連絡協議会 ( 一部名称が異なる ) を会員とし、傘下には
森林所有者および林業に従事する者等を構成員として、森林づくり、人づくり、地域づくりを担っている自主的なグループです。

名　　称 郵便番号 住　　所 電話番号

全国林業研究グループ連絡協議会 100-0014 東京都千代田区永田町 1-11-30 サウスヒル永田町 5F 03-3500-5035

北海道林業グループ協議会 060-0004 札幌市中央区北４条西５丁目 林業会館内 011-261-9022

青森県林業研究グループ連絡協議会 039-1528 三戸郡五戸町大字浅水字陣場 92-2　三八地方森林組合内 0178-67-2003

岩手県林業研究グループ連絡協議会 028-3623 紫波郡矢巾町大字煙山 3-560-11 県林業技術センター内 019-698-1337

宮城県林業研究会連絡協議会 981-3602 黒川郡大衡村大衡字はぬ木 14-1　県林業技術総合センタ－内 022-345-2887

( 一社 ) 秋田県森と水の協会　林業後継者部会 010-0941 秋田市川尻町字大川反 170-169　森林環境会館内 018-883-1252

山形県林業グループ連絡協議会 990-2473 山形市松栄 1-5-41　山形県森林協会内 023-666-4331

福島県林研グループ連絡協議会 960-8043 福島市中町 5-18　林業会館内 024-521-3245

茨城県林業研究グループ連絡協議会 311-0122 那珂市戸 4692　県林業技術センター内 029-295-7318

栃木県林業振興協会 320-8501 宇都宮市塙田 1-1-20　県林業木材産業課内 028-623-3273

群馬県林業研究グループ連絡協議会 371-0854 前橋市大渡町 1-10-7　群馬県公社総合ビル６F 027-280-6254

埼玉県森林協会林業研究グループ部会 357-0046 飯能市阿須 343-1　西川広域森林組合内 070-2810-1651

千葉県林業研究グループ連絡協議会 （お問い合わせは全国林業研究グループ連絡協議会へ） 03-3500-5035

東京都林業研究グループ連絡協議会 190-0181 西多摩郡日の出町大久野 7852 東京都森林協会内 042-597-2881

神奈川県林業研究グループ連絡協議会 243-0018 厚木市中町 2-13-14 サンシャインビル 604　神奈川県森林協会内 046-240-0500

新潟県林業研究会連絡協議会 950-8570 新潟市中央区新光町 4-1　県林政課経営指導係内 025-280-5326

富山県林業研究グループ協議会 930-0004 富山市桜橋通り 5-13 富山興銀ビル 4 階　県森林政策課内 076-444-3387

石川県林業研究グループ連絡協議会 （お問い合わせは全国林業研究グループ連絡協議会へ） 03-3500-5035

福井県山林協会普及部会林研分科会 910-0003 福井市松本 3 丁目 16-10　福井県職員会館ビル 2F 0776-23-3753

山梨県林業研究グループ連絡協議会 400-8501 甲府市丸の内 1-6-1　県庁林業振興課内 055-223-1652

長野県林業研究グループ連絡協議会 380-0936 長野市岡田町 30-16 林業センタービル内  ( 一社 ) 長野県林業普及協会内 026-226-5620

岐阜県林業グループ連絡協議会 501-3714 美濃市曽代 88 県立森林文化アカデミー内 0575-35-2535

静岡県林業研究グループ連絡協議会 420-8601 静岡市葵区追手町 9 番 6 号 県庁西館 9 階  ( 公社 ) 静岡県山林協会内 054-255-4488

愛知県森林協会林業研究グループ分科会 460-0001 名古屋市中区丸の内 3-5-16　愛知県林業会館内 052-961-9730

三重県林業研究グループ連絡協議会 514-0003 津市桜橋 1 丁目 104 番地（林業会館）林業技術普及協会内 059-228-0924

滋賀県林業研究グループ連絡協議会 520-2144 大津市大萱４丁目 17 番 30 号　林業協会内 077-599-4572

京都府林業研究グループ連絡協議会 604-8424 京都市中京区西ノ京樋ノ口町 123　京都府森林組合連合会内 075-841-1030

大阪府 （事務局なし）

兵庫県林業研究グループ連絡協議会 671-2515 宍粟市山崎町五十波 430　森林林業技術センター内 0790-62-2118

奈良県林業研究グループ連絡協議会 （お問い合わせは全国林業研究グループ連絡協議会へ） 03-3500-5035

和歌山県林業研究グループ連絡協議会 640-8585 和歌山市小松原通 1-1　県庁林業振興課内 073-441-2960

鳥取県林業研究グループ連絡協議会 680-0411 八頭郡八頭町船岡殿 539 0858-72-1140

島根県林業研究グループ連絡協議会 690-8501 松江市殿町 1 番地　県農林水産部林業課内 0852-22-5153

岡山県林業研究グループ連絡協議会 700-8570 岡山市北区内山下 2-4-6 県林政課内 086-226-7451

広島県林業研究グループ連絡協議会 730-8511 広島市中区基町 10-52 県農林水産局森林保全課内 082-513-4840

山口県林業研究グループ連絡協議会 753-8501 山口市滝町１- １ 県森林企画課内 083-933-3460

徳島県林業研究グループ連絡協議会 770-8001
徳島市津田海岸町８番２０号
( 公社 ) 徳島森林づくり推進機構内

088-679-8558

香川県林業普及協会 760-0008 高松市中野町 23-2 香川県森林組合連合会内 090-7626-1788

愛媛県林業研究グループ連絡協議会 791-1205 上浮穴郡久万高原町菅生二番耕地 280-38　県林業研究センター内 0892-21-2266

高知県林業研究グループ連絡協議会 783-0055 南国市双葉台７番地１ 高知県森林組合連合会内 088-855-7050

福岡県林業研究グループ連合会 839-0827 久留米市山本町豊田 1438-2  県資源活用研究センター内 0942-45-7868

佐賀県林業研究グループ連絡協議会 840-0212 佐賀市大和町大字池上 3408　林業試験場内 0952-62-0054

長崎県林業研究グループ連絡協議会 854-0063 諫早市貝津町 1122 番地 6 林業会館内 0957-25-0177

熊本県林業研究グループ連絡協議会 862-8570 熊本市中央区水前寺 6 丁目 18-1　県森林整備課内 096-333-2438

大分県林研グループ連合会 870-8501 大分市大手町 3-1-1　県林務管理課内 097-506-3823

宮崎県林業研究グループ連絡協議会 880-8501 宮崎市橘通東 2 丁目 10 番 1 号　県森林経営課内 0985-26-7154

鹿児島県林業研究グループ連絡協議会 892-0816 鹿児島市山下町 9-15 鹿児島県林業改良普及協会内 099-223-8550

沖縄県林業研究グループ連絡協議会 900-8570 那覇市泉崎 1-2-2　県森林管理課内 098-866-2295
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